
O
論

説

ポ

ッ
プ

・
チ

ャ

イ

ナ

中

国

ア

ニ
メ
ー

シ

発
展
と
多
様
化

m

ン
映
画

の

藤

森

猛

・
・
…

は
じ
め
に

今
村
太
平
は

「芸
術
の
原
始
的
総
合
性
を
、
新
し
い
形
で
再
生
し

て
い
る
も
の
が
映
画

で
あ
り
、
そ
の
著
し
い
も
の
が
漫
画
映
画

で
あ

　
　

ソ

る

」

と
述

べ

て

い
る

。

近

代

映

画

の
歩

み

は

一
九

世

紀

後

半

に

お

け

ムウこ

ムこ

る

T

・
エ
ジ

ソ

ン
や

D

・
マ
レ

ー

な

ど

に

よ

る

映

画

機

器

の
開

発

と

と

も

に
始

ま

り

、

同

時

期

に

ア

ニ
メ
技

法

の

べ

ー

ス
と

な

る

セ

ル

ロ

ムヰ
　

イ

ド

も
発

明

さ

れ

た

。

ア

ニ
メ

ー

シ

m

.1

(a
n
im
a
tio
n
、

以
下

「
ア

ニ
メ

」

と
表

記

)

の
基

本

原

理

で
あ

る

「ト

ー

マ
ト

ロ
ー
プ

」

な

ど

な
こ

の
理
論

は
、
そ
の
ま
ま
映
画
技
法
を
特
徴
付
け
る
原
理
と
な
っ
て
い

る
。ま
た
今
村
は

「漫
画
映
画
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ

ニ
ズ
ム
を
代
表
す

バ　
　

る
典
型
的
な
芸
術
で
あ
る
」
と
も
述

べ
て
い
る
。
中
国
ア
ニ
メ
映
画

の
歴
史

は

一
九

二
六
年
、
万
兄
弟
に
よ
る

『
大
闇
画
室
』

(邦
題

『
ア
ト
リ

エ
は
大
騒
ぎ
』。
以
下
、
八
六
年
ま

で
の
ア
ニ
メ
映
画

の
邦

題

は
小
野
耕
世

『中
国

の
ア

ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
』
に
よ
る
)

に
始
ま

　フ
　

る

が

、

中

国

の

ア

ニ
メ

ー

タ

ー

も

、

ア

メ

リ

カ

の

フ

ラ

イ

シ

ャ
ー

兄

　き
　

弟
や
デ
ィ
ズ

ニ
ー
な
ど
の
影
響
を
強
く
受
け

て
い
た
と

い
わ
れ
る
。

さ
ら
に
佐
藤
忠
男
は

「私
が
観
た
最
初

の
中
国
映
画
は
、
小
学
生

の
頃
に

(日
本
の
)
地
方

の
映
画
館
で
も
観

る
こ
と
の
で
き
た

『鉄

扇
公
主
』

で
、
ア
ニ
メ
に
関
し
て
は
明
ら
か
に

(当
時

の
)
日
本
の

ムリ
　

作
品
の
水
準
よ
り
高
か

っ
た
と
言
え
る
」
と
述

べ
て
お
り
、
す
で
に

一
九
四
〇
年
代
に
は
中
国
ア
ニ
メ
が
世
界
的

な
レ
ベ
ル
に
近
づ

い
て

い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

本
稿

に
お

い
て
は
、
近
年
脚
光
を
浴
び

る
よ
う
に
な

っ
た
中
国
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(大
陸
)

ア
ニ
メ
映
画
に

つ
い
て
、
映
画
史

の
立
場
か
ら
そ

の
発
展

の
プ

ロ
セ
ス
を
考
察
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
ず
中
国
ア
ニ
メ
の
分
類

を
紹
介

し
、
次
に

一
九
二
〇
年
代
以
降
の
中
国
ア
ニ
メ
映
画
史
を
概

説
す
る
。

さ
ら
に
中
国
ア

ニ
メ
映
画

の
現
況
を
検
討
し
、
中
国
ア
ニ

メ
の
方
向
性
を
模
索
し
て
い
き
た

い
。

一

中

国
に
お

け

る

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
映

画

の
分

類

H

中
国
ア
ニ
メ
映
画
の
呼
称

中
国
に
お
い
て
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
は

一
般
に

"漫
画

　の
　

片
"
、
"
葦
通
片
"
、
"
動
画
片
"、
"
美
術
片
"
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

「漫
画
」

と
い
う
語
源
は
、

一
九
二
〇
年
代

に
日
本
か
ら
中
国
に
流

入
し
た
漫
画
の
影
響

で
あ
る
と

い
わ
れ
、
二
〇
年
代
に
お
け
る

『上

海
澱
克
』
、
『上
海
漫
画

』
な
ど

の
創
刊
以
来
、
中
国
の
風
刺
漫
画

の

ムけ
　

発
展
が
現
在
に
続

い
て
い
る
。
ア

ニ
メ
分
野

(動
画
)
で
は
、
英
語

の

'carto
on
,
を
音

訳
し
た

"
葦
通
片
"
が
漫
画
映
画
を
表
す
語

　に
　

と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。

一
九
二
五
年
に
万
兄
弟

に
よ

っ
て
、
中
国

初

の
ア

ニ
メ
作
品

(商

品
広
告
)
が
制
作
さ
れ
、
翌
二
六
年
に
最
初

　
ロ
　

の
ア

ニ
メ
映
画

『大
闇

画
室
』
が
作
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
ペ
ー
パ
ー

ア
ニ
メ
や
セ
ル
ア
ニ
メ
に
代
表
さ
れ
る
ア
ニ
メ
映
画
を

"動
画
片
"

と
呼

ぶ
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
五
〇
年
代
以
降
、
セ
ル
ア

ニ
メ

に
加
え

て
人
形
ア

ニ
メ
な
ど

の
様
々
な
ア
ニ
メ
ジ
ャ
ン
ル
を
総
称

す

る

語

と

し

て

、

　れ
　

な

っ

た

。

"
美
術
片
"
と

い
う
語

が
使
用
さ
れ
る
よ
う

に

巾

口

中
国

ア
ニ
メ
映

画
の
ジ

ャ

ン
ル

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、
主
と
し
て
原
画

の
素
材
に
何
を
用
い
る
か

に
よ

っ
て
分
類
が
な
さ
れ
て
き
た
。
わ
が
国

に
お
い
て
は
従
来
か
ら

ムほ
　

ムめ
　

主

と

し

て

「
セ

ル

ア

ニ
メ

」
、

「
ペ

ー

パ

ー

ア

ニ
メ

」
、

「
立

体

ア

ム
リ
　

ムバ
　

ニ
メ

」
、

「
切

り

抜

き

ア

ニ
メ
」

な

ど

に

分

類

さ

れ

、

近

年

に

な

り

ムロ
　

「
C

G

ア

ニ
メ

」

が

加

わ

っ
た

。

ま

た

「
立

体

ア

ニ
メ

」

に

つ

い

て

ム
ね
　

　の
　

は
、

「人

形

ア

ニ
メ

」

や

「
粘

土

ア

ニ
メ

」

が

主

流

で

あ

り
、

こ

れ

ら

を

総

称

し

て

一
般

に

「
ア
ー

ト

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン
」

と
呼

ば

れ

て

ム
お
　

い

る
。

中

国

に

お

い

て

は

、

「
ペ

ー

パ

ー

ア

ニ

メ
」
・
「
セ

ル

ア

ニ
メ

」

類

　
の
　

は

"
動

画

片

"

に
分

類

さ

れ
、

「
ア

ー

ト

ア

ニ
メ

」

は

"
木

偶

片

"

ム
ふ
　

ム
お
　

(人
形
ア
ニ
メ
)
と
中
国
固
有
の

"折
紙
片
"

(折
紙
ア
ニ
メ
)
に
分

類
さ
れ
る
。
ま
た

「切
り
抜
き
ア

ニ
メ
」
は

"勇
紙
片
"

(切
り
絵

へ　
　

ア

ニ
メ

・
舅

紙

ア

ニ
メ
)

と
呼

ば

れ

る

。

さ

ら

に

セ

ル
原

画

な

ど

に

　カ

　

中
国
伝
統

の
水
墨
画
を
用

い
た

"水
墨
片
"

(水
墨
ア
ニ
メ
)
を
含

め
て
、
中
国
ア
ニ
メ
は
五
ジ
ャ
ン
ル
と
さ
れ

て
き
た
。
ま
た
二
〇
〇

〇
年
以
降
、
中
国
に
お
い
て
も

"電
脳
動
画
片
"
(C
G
ア
ニ
メ
)

ムお

　

が
制
作
さ
れ
、
新
た
な
ア
ニ
メ
ジ
ャ
ン
ル
を
形
成
し
て
い
る



中
国
に
お
け
る

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
の
発
展

e

解
放
前
の
中
国
ア
ニ
メ
映
画

表
1
～

2
は

一
九
二
〇
～
四
〇
年
代

の
中
国
ア
ニ
メ
映
画

一
覧
で

あ
る
。

一
九
二
六
年
に
、
万
籟
鳴
、
万
古
蠕
、
万
超
塵
、
万
蘇
簑
に

よ

っ
て
、
中
国
に
お
け
る
最
初

の
ア
ニ
メ

『大
闇
画
室
』
の
制
作
が

　　
　

行
わ
れ
た
。
ま
た
三

一
年
に
ト
ー
キ
ー

の
劇
映
画

『歌
女
紅
牡
丹
』

が
制
作
さ

れ
、
三
五
年
に
最
初

の
ト
ー
キ
ー

・
ア
ニ
メ
映
画

『酪
駝

　
　
　

献
舞
』
が
生
ま
れ
た
。

三
七
年
、
日
中
戦
争

の
全
面
的
な
開
始
に
よ
り
、
三
〇
年
代
後
半

の
ア

ニ
メ
映
画
制
作
は

一
時
的
に
中
断
し
、
万
四
兄
弟
は
表
2
に
み

ら
れ
る
よ
う
な
抗
日
記
録
映
画

(
ニ
ュ
ー
ス
映
画
)
制
作
に
加
わ
っ

た
。

ア

ニ
メ
技
術
を
生
か
し
た
抗
日
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
音
楽
と
と
も
に

　ぬ
　

ス
ク
リ

ー
ン
に
登
場
す
る
新
た
な
映
画
が
生
ま
れ
た
。

三
八
年

、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
に
よ

っ
て
世
界
最
初

の
長
編
カ
ラ
ー
ア
ニ

メ
映
画

『白
雪
姫
』
が
生
ま
れ
、
中
国

で
も
四
〇
年
頃
に

『白
雪
公

　お
　

主
』
の
タ
イ
ト
ル
で
公
開
さ
れ
て
大
ヒ
ッ
ト
と
な

っ
た
。
ア
メ
リ
カ

の
ア
ニ
メ
映
画
は
、
個
人
の
手
作
業
に
よ
る
家
内
工
業
的
な
制
作
か

ら
分
業

に
よ
る
企
業
生
産
方
式

へ
と
転
換
を
始
め
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ム　
　

ン
が
商
業

映
画
作
品
と
し
て
の
歩

み
を
始
め
た
。

こ
う
し
た
中

で
、

四

一
年

、
万
兄
弟
に
よ
る
中
国
最
初

の
長
編
白
黒

ア
ニ
メ
映
画

『鉄

ム
　
　

扇
公
主
』
が
生
ま
れ
た
。

ま
た
四
七
年
、
日
本

の
持
永
只
仁
に
よ

っ
て
、
中
国
最
初
の
人
形

ア
ニ
メ

『皇
帝
夢
』
(皇
帝
の
夢
)
が
撮
影

さ
れ
、
当
時

の
国
民
党

　
が
　

政
府
が
風
刺
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
作
品
は
共
産
党
指
導

に
よ
る
ア
ニ

メ
映
画
史

の
第

一
作
と
位
置
付
け
ら
れ
、
中
国
に
お
い
て
、
持
永

は

「
ア
ニ
メ
映
画

の
開
拓
者
」
と
し
て
、
万
兄
弟

と
と
も
に
高
く
評
価

　み
　

さ

れ

て

い

る
。

口

新
中
国
成
立
後
の
中
国
ア
ニ
メ
映
画

表
3
～
5
は

一
九
五
〇
～
七
〇
年
代

の
中
国

ア
ニ
メ
映
画

一
覧
で

あ
る
。
解
放
後

の
中
国
で
は
、
低
年
齢

の
児
童

に
娯
楽
と
社
会
主
義

教
育
を
提
供
す
る
手
段
と
し
て

"児
童
片

"
(児
童
映
画

・
子
供
向

　
れ
　

け
映
画
)
が
制
作
さ
れ
た
。
児
童
映
画
の
主
要
な
ジ
ャ
ン
ル
は

"児

童
故
事
片
"
(児
童
劇
映
画
)
お
よ
び

"美
術
片
"
(ア

ニ
メ
映
画
)

で
あ
っ
た
。
ま
た
ア
ニ
メ
映
画

の
制
作
は
、

国
営
の

"上
海
美
術
電

　　
　

影
製
片
廠
"

(上
海

ア
ニ
メ
映
画
制
作
所
)
で
行
わ
れ
て
き
た
。

五
六
年

に
は
最
初

の
カ
ラ
ー

・
ア

ニ
メ
映
画

『烏
鴉
為
什
麿
黒

的
』
(カ
ラ
ス
は
な
ぜ
黒
い
の
か
)
が
制
作

さ
れ
、
五
八
年

に
は
初

の
切
り
絵

ア

ニ
メ

『猪
八
戒
喫
西
瓜
』
(猪

八
戒
ス
イ
カ
を
食
う
)

バ　
　

が
制
作
さ
れ
た
。
ま
た
四
九
年

に
制
作
さ
れ
た
劇
映
画

『
三
毛
流
浪

記
』
が
、
五
八
年
に
は
人
形
ア
ニ
メ
映
画
作
品

の

『三
毛
流
浪
記
』

と
な
り
、
主
人
公

「三
毛
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
は
、
中
国
の
児
童
映

ム
　
　

画

・
ア
ニ
メ
映
画

の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
な

っ
た
。
ま
た
六
〇
年
に
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表1新 中国成立以前の主なアニメーシ ョン映画(1926～1935年)

タイ トル 制作年 制作所 ジヤ ン ル 主な制作者

大閾画室 1926 長城 動画 万籟鳴、万古蠣、万超塵、万源簑

一封書信寄回来 1927 長城 動画 万古蜻、梅雪傭、万源簑

狗偵探 1931 聯華 動画 万籟鳴、万古婚

国人速醒 1932 聯華 動画 万績鳴、万古蜻

血銭 1932 聯華 動画 万籟鳴、万古蜷

神秘小偵探 1933 明星 動画 万籟鳴、万古蜻

民族痛史 1933 明星 動画 王乾白、万籟鳴、万古蜻

息挟 1934 明星 動画 鄭小秋、万籟鳴、万古蜻、万超塵

酪駝献舞 1935 明星 動画 万古蛤、万籟鳴、万超塵

飛来福 1935 明星 動画 万古蜷、万籟鳴、万超塵

抵抗 1935 明星 動画 万古蜷、万籟鳴、万超塵

凡例:「長城」:長城画片公司、「聯華」:聯華影業公司、「明星」:明星影片公司

「動画」(動画片):狭 義 のアニメーション映画

出所:程 季華主編 『中国電影発展史1」 、r中 国電影発展史2』 、中国電影出版社、1963年 、

張駿祥 ・程季華主編r中 国電影大辞典」上海辞書出版社、1995年 、小野耕世r中 国のアニ
メーション』平凡社、1987年 、中国電影家協会r中 国電影年鑑』1981年 ～1995年 度版、

中国電影出版社、1982～1996年 を参照して作成。

表2新 中国成立以前の主なアニメーション映画(1937～1948年)

タ イ トル 制作年 制作所 ジ ヤ ンル 主な制作者

抗戦標語辛通(1～2) 1937 中国(武 漢) (鼓動) 万古蜻、万籟鳴、万超塵

抗戦標語七通(3) 1938 中国(武 漢) (鼓動) 万古蛤、万籟鳴、万超塵

抗戦歌輯(1～4) 1938 中国(武 漢) (鼓動) 万古婚、万籟鳴、万超塵

抗戦標語未通(4) 1939 中国(重 慶) (鼓動) 万古蜷、万籟鳴、万超塵

抗戦歌輯(5～7) 1939 中国(重 慶) (鼓動) 万古蜻、万籟鳴、万超塵

農家楽 1940 中央 動画 銭家駿、範敬祥、王楽天

老茉狗餓肚記 1941 葦通 動画

鉄扇公主 1941 聯合 動画 万籟鳴、万古蜻

皇帝夢 1947 東北 木偶 陳波児、池勇(持 永只仁)

甕中捉驚 1948 東北 動画 方明(持 永只仁)、朱丹

凡例:「 中国(武 漢)」 「中国(重 慶)」:中 国電影製片廠、「中央」:中央電影撮影場、「f通」

中国未通社、「聯合」:中国聯合影業公司、「東北」:東 北電影製片廠

「鼓動」(鼓 動片):ス ローガン・標語 ・歌詞等による抗日のための宣伝映画、「動画」:狭

義のアニメーション映画(後 のセルアニメ)、 「木偶」:人形劇映画(人 形アニメ)

タイ トル後の括弧内の数字は、シリーズものの第何作であるかを表す。

上記以外は表1に 同じ。

出所:表1に 同じ。
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表3新 中国成立以後の主 なアニメー ション映画(1950～1959年)

タイ トル 制作年 制作所 ジ ヤ ンル 主な制作者(監 督)

謝謝小花猫1) 1950 (東北)上 影 動画 方明(持 永只仁)、森川和代

小鉄柱 1951 上影 動画 特偉、方明(持 永只仁)

小猫釣魚 1952 上影 動画 特偉、方明(持 永只仁)

采=` 1953 上影 動画 特偉

小小英雄 1953 上影 木偶 斬夕

好朋友 1954 上影 動画 特偉

誇口的青蛙 1954 上影 動画 何玉、安平

小梅的夢 1954 上影 木偶 斬夕

野外的遭遇 1955 上影 動画 万籟鳴、王樹枕

神筆 1955 上影 木偶 斬夕、万超塵

烏鴉為什麿黒的 1956 上影 動画 銭家駿

驕傲的将軍 1956 上影 動画 特偉

我知道 1956 上影 動画 何玉門

機智的山羊 1956 上影 木偶 万超塵

赴英国 1958 美影 動画 曲建方

猪八戒喫西瓜 1958 美影 勇紙 万古蜻

過猴山 1958 美影 動画 王樹枕

老婆婆的喪樹 1958 美影 動画 浦家祥

小鯉魚跳龍門 1958 美影 動画 何玉門

三毛流浪記 1958 美影 木偶 章超群

一幅憧錦 1959 美影 動画 銭家駿

漁童 1959 美影 勢紙 万古蜻

森林之王 1959 美影 動画 唐澄

蜜蜂和蛆矧 1959 美影 動画 張松林

薙 ト回来了 1959 美影 動画 唐澄、林文肖、唐令淵、胡雄華他

済公斗幡蜂 1959 美影 舅紙 万古蜻

雛龍記 1959 美影 木偶 章超群、岳路、万超塵

凡例:「上影」:上 海電影製片廠、「美影」:上海美術電影製制片廠

「些紙」:切 絵映画(聾 紙アニメ)

上記以外は表1～2に 同じ。

注:1)東 北電影製片廠で制作が始まり

て完成させた。

出所:表1に 同じ。

、スタッフが上海電影製片廠 ・美術片組へと移籍し
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表4新 中国成立以後の主 なアニメーシ ョン映画(1960～1964年)

タイ トル 制作年 制作所 ジ ヤ ンル 主な制作者(監 督)

小姻料戎嬬嬬 1960 美影 水墨 唐澄

聡明的鴨子 1960 美影 折紙 虞哲光

小燕子 1960 美影 動画 張松林、浦家祥、韓斌

大奨章 1960 美影 木偶 章超群

誰的本領大 1961 美影、上専 動画 張松林

大闇天宮(上 集) 1961 美影 動画 万籟鳴

没頭脳和不高興 1962 美影、上専 動画 張松林

小渓流 1962 美影 動画 何玉門

人参娃娃 1962 美影 舅紙 万古蠣

等明天 1962 美影 勇紙 胡雄華

牧笛 1963 美影 水墨 特偉、銭家駿

孔雀公主 1963 美影 木偶 斬夕

長発妹 1963 美影 木偶 岳路

金色的海螺 1963 美影 舅紙 万古蜻

黄金夢 1963 美影 動画 王樹枕

大閾天宮(下 集) 1964 美影 動画 万籟鳴

草原英雄小姐妹 1964 美影 動画 銭運達、唐澄

路邊新事 1964 美影 木偶 王樹枕

紅軍橋 1964 美影 勢紙 銭運達

差不多 1964 美影 勢紙 胡雄華

泳上遇険 1964 美影 動画 郎強

半夜鶏叫 1964 美影 木偶 尤嘉

凡例:「 上専」:上 海電影専科学校

「水墨」:水墨アニメーション映画(水 墨アニメ)、

上記以外は表1～3に 同じ。

出所:表1に 同じ。

「折紙」:折紙映画(折 紙アニメ)
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表5文 革期前後の主なアニメーション映画(1965～1978年)

タ イ トル 制作年 制作所 ジ ヤ ンル 主な制作者(監 督)

紅領巾 1965 美影 動画 万古蜷

支持越南人民反美斗争 1965 美影 (舅漫)

偉大的声明 ・・: 美影 (舅漫)

放学以后 1972 美影 動画 厳定憲

小号手 1973 美影 動画 王樹枕、厳定憲

小八路 1973 美影 木偶 尤嘉

駿馬飛騰 1974 美影 木偶 斬夕、劉意儀

渡口 1975 美影 動画 何玉門

長在屋里的竹筍 1976 美影 水墨勢 胡進慶、周克勤

試航 1976 美影 動画 厳定憲

金色的大雁 1976 美影 舅紙 特偉、沈祖慰

小石柱 1977 美影 動画 王樹枕、郎強

火紅的岩標 1977 美影 木偶 陳正鴻

狐狸打猟人 1978 美影 勢紙 胡雄華

画廊一夜 1978 美影 動画 徐景達、林文肖

西瓜炮 1978 美影 木偶 斬夕

象不象 1978 美影 動画 唐澄、鄙強

奇怪的病号 1978 美影 動画 浦家祥
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表611期3中 全会以降の主なアニメーション映画(1979～1984年)

タイ トル 制作年 制作所 ジ ヤ ンル 主な制作者(監 督)

邸託闇海 1979 美影 動画 王樹枕、厳定憲、徐景達

好猫味味 1979 美影 動画 何玉門

阿凡提(1～6) 1979-85 美影 木偶 斬夕、劉意儀

奇怪的球饗 1979 美影 木偶 章超群、膚同

愚人買鮭 1979 美影 木偶 方潤南、尤嘉

八百鞭子 ':1 美影 勢紙 葛桂雲、周克勤

三個和尚 ・'1 美影 動画 阿達

雪骸子 ':1 美影 動画 林文肖

黒公鶏 ・'1 美影 動画 浦家祥

小鴉岬岬 ・:! 美影 折紙 虞哲光

猴子携月 1981 美影 舅紙 周克勤

九月鹿 1981 美影 動画 銭家駿、戴鉄郎

嘆山道士 1981 美影 木偶 虞哲光

善良的夏吾冬 1981 美影 動画 何玉門

真假李蓮 1981 美影 木偶 倉同

人参菓 1981 美影 動画 厳定憲

盲女和狐狸 1982 美影 動画 浦家祥

甕娃娃 1982 美影 木偶 方潤南

假如我是武松 1982 美影 木偶 窟同

老虎学藝 1982 美影 動画 矯野松

鹿鈴 1982 美影 水墨 唐澄、郎強

淘気的金練猴 1982 美影 舅紙 胡進慶

小熊猫学木匠 1982 美影 舅紙 周克勤

醐蝶泉 1982 美影 動画 阿達、常光希

天書奇認 1983 美影 動画 王樹枕、銭運達

鵡蛙相争 1983 美影 水墨勇 胡進慶

過橋 1983 美影 木偶 左蓉館

小八戒 1983 美影 勢紙 金雪林

金猴降妖 1984-85 美影 動画 特偉、厳定憲、林文肖

馬蜂窩 1984 美影 木偶 方潤南

三十六個字 1984 美影 動画 阿達

西岳奇童 1984 美影 木偶 斬夕、劉慧儀

火童 1984 美影 舅紙 王柏栄

凡 例:表1～5に 同 じ。 出所:表1に 同 じ。
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表712期3中 全会以降の主なアニメーシ ョン映画(1985～1989年)

タ イ トル 制作年 制作所 ジ ヤ ンル 主な制作者(監 督)

海力布 1985 美影 動画 黄偉

爽子救鹿 1985 美影 動画 林文肖、常光希

女蝸補天 1985 美影 動画 銭運達

水鹿 1985 美影 勇紙 周克勤

網 1985 美影 動画 閻善春

草人 1985 美影 舅紙 胡進慶

没牙的老虎 1985 美影 動画 浦家祥

不伯冷的大衣 ・:・ 美影 動画 林文肖

;=r..兄 弟(1～13) 1986-87 美影 舅紙 胡進慶、葛桂雲、周克勤

遜遇大王奇遇記(1～13) 1987 美影 動画 銭運達、閻善春

檎魔伝(1～6) 1987 美影 木偶 倉同

選美記 1987 美影 動画 王樹枕

鷹 1987 長影 動画 鐘泉

長大尾巴的兎子 1987 美影 動画 何玉門

黒猫警長(1～5) 1987 美影 動画 鉄郎、範馬迫、熊南清

畢加索與公牛 ... 八 一 動画 金石

補票 ,.. 美影 動画 林文肖

斗鶏 ... 美影 舅紙 胡進慶

孤独的小猪 ... 美影 勢紙 沈祖慰

藍骨 ... 美影 折紙 李栄中

強者上鈎 ... 美影 勇紙 胡進慶

山水情 ... 美影 水墨動 特偉

蟷螂捕蝉 ... 美影 勢紙 胡進慶

魚盤 ... 美影 木偶 方潤南

蝸牛上天 ... 長影 勇紙 段錬

小白鶏與紅房子 ... 美影 木偶 喬元正

狐狸列那 ・;・ 美影+独 動画 何玉門、慶敏珪

:i=r...小金 剛(1～3) 1989 美影 勢紙 胡進慶、葛桂雲、沈祖慰

静剋和貝塔(1) 1989 美影 動画 挑忠礼、竈欣如

奇異的蒙古馬(1) 1989 美影 動画 常光希

大盗賊(1～4) 1989 美影 木偶 方潤南、劉慧儀

西遊記一 五件宝貝 .;・ 美影+日 木偶 熊南清

猴子下棋 .;. 長影 動画 王樹枕、温徳斌

蘭花花 ・;・ 北科影 水墨動 李耕

凡例:「長影」:長春電影製片廠、「北科影」 北京科学教育電影製片廠

「+独 」:(旧)西 ドイ ツ との合 作 、

上 記 以外 は表1～6に 同 じ。

出 所:表1に 同 じ。

「+日」:日 本との合作
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表890年 以後の主なアニメーション映画(1990～1994年)

タ イ トル 制作年 制作所 ジ ヤ ンル 主な制作者(監 督)

a=r.一1小金 剛(4～6) 1990-91 美影 勢紙 胡進慶、沈祖慰、葛桂雲

大盗賊(5～8) 1990 美影 木偶 欧陽宇平、胡兆洪

野剋和貝塔(2～13) 1990-92 美影 動画 厳定憲、林文肖、彰黄

奇異的蒙古馬(2) 1990 美影 動画 張松林、常光希

魔方大厘(1～10) 1990-94 美影 動画 査侃、強小柏

雁陣 1990 長影 水墨 鐘泉、王剛

守株待兎 1990 北科影 動画 劉積昆

不聴話的狗 1990 遼寧 動画 曲建方

鏡花縁(1～4) 1991 美影 木偶 胡兆洪、郷勤

快楽的買買提 1991 美影 勇紙 故揚、沈如東

雪鹿 1991 長影 水墨 王剛

菓実 1991 北科影 動画 徐引弟

阿福 1991 南京 動画 高毅

十二只蚊子和五個人 1992 美影 動画 馬克宣

特別車隊(1～9) 1992-94 美影 動画 楊凱華

怪老頭(1～3) 1992 美影 木偶 尤嘉、胡兆洪、喬元正

沙燕 1992 長影 勢紙 段錬

古墾奪命 1992 北科影 動画 王柏栄

巻畿的刺猜 1992 上科影 動画 王一通

小和尚(1) 1993 美影 動画 王加世、挑光華

紅鼻子(1～2) 1993-94 美影 木偶 朱氷、胡兆洪

隠身探長(1～2) 1993-94 美影 木偶 劉恵儀、金芳玲

十二生肖(1～4) 1993-94 美影 勢紙 沈如東、伍仲文、襲金福

警犬救護隊 1993 美影+香 動画 戴鉄郎、範本新、沈寿林

人與神像 1993 長影 動画 王剛

三只小狐狸(1～7) 1993-94 北科影 動画 曹小卉、暁鴎、趙剣華

知識老人(1) 1994 上科影 動画 銭家駿、劉訳岱

実鼻子大王 1994 上科影 動画 厳定憲、王一通、査侃

没毛狗 1994 長影 動画 陶欣

黄人黄土 1994 八 一 動画 金石

凡例:「遼寧」:遼 寧電影製片廠、「南京」:南 京電影製片廠、

片廠、「+香」:香港 との合作

上記以外は表1～7に 同じ。

出所:表1に 同じ。
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「上科影」:上海科学教育電影製



表9中 国で人気の高い主な日本アニメ(90年 代～)コ ミック本 ・テ レビアニメ

中国語タイ トル 原 題 ア ニ メ ・ジ ャ ン ル 原作者

機器猫 ドラえ も ん フ ァ ミ リ ー 藤子不二雄

小忍者 忍 者 ハ ッ ト リ くん フ ァ ミ リ ー 藤子不二雄

櫻桃小丸子 ちびまる子ちゃん フ ァ ミ リ ー さ くら もも こ

蝋筆小新 ク レヨ ン しん ち ゃん フ ァ ミ リ ー 臼井儀人

名偵探桐南 名探偵コナン フ ァ ミ リ ー 青山剛昌

龍珠二世 ドラ ゴ ン ボー ル ヒ ロイ ン 鳥山明

福星小子 うる星やつら ヒロイ ン 高橋留美子

乱 馬1/2 らん ま1/2 ヒロイ ン 高橋留美子

金田一少年之事件簿 金田一少年の事件簿 ヒロイ ン 金成陽三郎 ・さとうふみや

GTO GTO ヒロイ ン 藤沢とおる

美少女戦士水手月亮 美少女戦士セー ラームーン ヒロイ ン 武内直子

小甜甜 キ ャ ンデ ィ ・キ ャ ンデ ィ ヒロ イ ン 水木杏子

藍球飛人 ス ラム ダ ン ク ス ポー ツ 井上雄彦

足球小将 キャプテン翼 ス ポー ツ 高橋陽一

聖斗士星矢 聖 闘 士 星 矢SaintSEIYA ヒ ー ロ ー 車田正美

城市猟人 CITYHUNTER ヒ ー ロ ー 北条司

注:コ ミ ック本 を原 作 と した ア ニ メー 覧 で あ り、 劇 場 用 の オ リジ ナル ア ニ メ(宮 崎 駿 の 映 画

作 品 等)、 ゲ ー ム ソ フ トか らテ レ ビア ニ メ化 され た も の(『 ポ ケ ッ トモ ンス ター』 等)、 実

写 に よ る特 撮 もの(『 ウル トラマ ン』 等)を 含 ま な い。

出所:周 衛 軍 「中 国 舞 台 に ま んが 三 国 志 」 『人 民 中 国 』2000年6月 号 、 高 山 英 男 「子 ど も

文 化 」 『現 代 用 語 の 基礎 知 識1999』 自由 国 民社 、1999年 、 エ ス ク ァイ アマ ガ ジ ン ジャ パ ン

編 『TSUTAYACLUBア ニ メ ハ ン ドブ ッ ク1997』 カル チ ュ ア ・コ ン ビニ エ ン ス ・ク ラ ブ、

1997年 、 『中 日新 聞』2004年9月23日 等 を参 照 して作 成 。

日本アニメ人気 で大盛況とな った

「上海アニメ ・コミック展覧会」(2000年)
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表10中 国で人気の高い主な宮崎駿アニメ(90年 代～)劇 場アニメ

中国語タイトル 原 題 制作年 主な制作者

魯邦三世之f里 奥斯托羅城 ルパ ン3世 カ リオ ス トロの城 1979 宮崎駿、大塚康生

風之谷 風の谷のナウシカ 1984 宮崎駿、小松原一男

天空之城 天空の城ラピュタ ・:. 宮崎駿、丹内司

隣居豆豆龍 とな りの トトロ ... 宮崎駿、佐藤春好

魔女的宅急便 魔女の宅急便 .;.
宮崎駿、近藤勝也

紅猪 紅の豚 1992 宮崎駿、賀川愛

側耳傾聴 耳をすませば 1995 宮崎駿、高坂希太郎

幽霊公主(魔 法公主) もののけ姫 1997 宮崎駿、賀川愛

千與千尋 千 と千尋の神隠し 2001 宮崎駿、賀川愛

恰ホ的移動城量 ハウルの動く城 2004 宮崎駿、山下明彦

注:宮 崎駿が監督をした劇場用アニメ映画の一覧であり、作画 ・脚本スタッフとして制作協

力した他監督の作品は含まれない。

出所:秦 剛編r感 受宮崎駿」文化芸術出版社、2004年 、質否他r動 画概論』北京広播学院出

版社、2002年 、村上世彰 ・小川典文 『日本映画産業最前線』角川書店、1999年 、エスクァ

イアマガジンジャパン編 『TSUTAYACLUBア ニメハンドブック1997』 カルチュァ・コン

ビニエンス・クラブ、1997年 、『大衆電影』2004年 第24期 、rキ ネマ旬報』2004年12月 下旬

号等を参照して作成。

る
と
、
日
本
の
コ
ミ
ッ
ク
本

(茉
通

・
新

漫
画
)
が
急
速
に
流
通

を
は
じ
め
、

一
方
で
こ
れ
ら
の
作
品
が
テ

レ
ビ
ア

ニ
メ
に
お
い
て

　ふ
　

も
放
映
さ
れ
た
。
従
来
、
中
国
に
お
い
て
、
ア
ニ
メ
映
画
の
主
た

る
対
象
は
小
学
校
低
学
年
を
想
定
し
て
い
た
が
、
日
本
の
ア

ニ
メ

は
、
幼
児
か
ら
大
学
生
さ
ら
に
は
成
人
層

に
ま
で
ア
ニ
メ
視
聴
者

を
拡
大
し
、
九
〇
年
代
に
は
、
中
国
国
産

ア
ニ
メ
は
受
難
期
を
迎

ム
あ
　

え
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
日
本
ア
ニ
メ
ブ

ー
ム
は
、
ア
ニ
メ
以
外

の
作
品
に
も
及
び
、
例
え
ば
九
四
年
に
は
特
撮

(実
写
)

の

『宇

宙
英
雄

奥
特
曼
』
(ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
)
が
大
ヒ

ッ
ト
と
な
り
、
中

　
　
　

国
に
お
い
て
、
社
会
現
象
を
引
き
起

こ
す
ま
で
に
な

っ
た
。

表
10
は
、
中
国
に
お
い
て
人
気

の
高

い
宮
崎
駿
ア
ニ
メ
の

一
覧

で
あ
る
。
日
本

の
東
映
動
画
部
出
身

の
ア

ニ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
劇

場
用
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
は
、
絵

コ
ン
テ
に
よ
る
作
画

ス
タ
イ
ル

を
と
り
、
宮
崎
以
外
に
も
、
高
畑
勲

の

『
蛍
火
虫
之
墓
』
(火
垂

る
の
墓
)
や

『
狸
猫
大
戦
』
(平
成
狸
合
戦
ぽ
ん
ぽ

こ
)
な
ど
の

ム
ヨ
　

評
価

が
高

い
。
ま
た

『機
動
戦
士
G
U
N
D
A
M
』

(機
動
戦
士

ガ
ン
ダ
ム
)
、
『阿
基
拉
』
(
A
K
I
R
A
)
、
『機
動
警
察
』
(機
動

警
察

バ
ト
レ
イ
バ
ー
)、
『新
世
紀
福
音
戦

士
』

(新
世
紀

エ
ヴ
ァ

ン
ゲ
リ
オ

ン
)
な
ど
の
S
F
ロ
ボ

ッ
ト

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
が

二
〇
〇
〇
年
前
後
か
ら
、
中
国
の
青
少
年

層
に
圧
倒
的
な
支
持
を

ムお
　

得

て

い

る
。
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雪

デ ィズニー アニメ人気を象徴す る

「ディズニー ・アイス シ ョー公演 」(2000年 上海)

 

ロ

ァ
メ
リ
カ

の

コ
ミ

ッ
ク

・
ア

ニ
メ
の
流

入

九
〇
年
代
、
日
本

の

コ
ミ
ッ
ク
本
や
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
が
大
量
に
中

国
市
場

に
流
入
す
る
中

で
、

ア
メ
リ
カ
の

コ
ミ

ッ
ク
本
も
流
入
し

た
。
代
表
的
な
も
の
は

"米
老
鼠
"
(
ミ
ッ
キ
ー

マ
ウ
ス
)
や

"唐

老
鴨

"

(ド
ナ
ル
ド
ダ

ッ
ク
)
に
代
表

さ
れ

る

『
迫
斯
尼

(迫
士

　　
　

尼

)

人

物

故

事

系

列

』

(
デ

ィ
ズ

ニ
ー

・
シ

リ

ー

ズ

)

と

、

"
史

努

比

"

(
ス

ヌ
ー

ピ

ー

)

や

"
査

理

布

朗

"

(
チ

ャ

ー

リ

ー
ブ

ラ

ウ

ン
)

に

代

表

さ

れ

る

『
史

努

比

漫

画

経

典

系

列

』

(
ピ

ー

ナ

ツ

ブ

ッ

ム　
　

ク

ス
)

で
あ

る
。

九
五
年
、
中
国

の

"広
播
電
影
電
視
部
"

に
よ

っ
て
、

一
〇
作

の

ア
メ
リ
カ
の
秀
作
映
画
を
輸
入
す
る

「十
部
大
片
」
(
一
〇
作

の
大

作
)

の
措
置
が
と
ら
れ
、
ま
ず
九
四
年
に
は
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ア
ニ
メ
映

画

『
獅
子
王
』
(
ラ
イ
オ

ン

・
キ

ン
グ
)

の
輸
入

・
公
開
が
実
現

ムリ
　

し
た
。
ま
た
九
九
年
、
W
T
O
加
盟
を
め
ぐ

る
米
中
閣
僚
級
交
渉
に

お
い
て
、
中
国
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画

の
年
間

四
〇
本

(三
年
後
に
は

五
〇
本
)
の
輸
入
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、

米
国
映
画

の
輸
入
自
由

ム　
　

化

が

一
挙

に

進

ん

だ

。

こ

う

し

て
、

九

〇

年

代

半

ば

か

ら

、

『
木

蘭

』

(
ム

ー

ラ

ン
)
、

『
美

女

與

野

獣

』

(
美

女

と

野

獣

)
、

『
小

美

人

魚

』

(
リ

ト

ル

マ
ー

メ

ー

ド

)
、

『
阿

拉

丁

』

(
ア
ラ

ジ

ン
)
、

『
赫

拉

克

勒

斯

』

(
ヘ

ラ

ク

レ

ス

)
、

『
幻

想

曲

』

(
フ

ァ

ン

タ

ジ

ア

)
、

『
(
人

猿

)
泰

山

』

(
夕

ー

ザ

ン
)
、
『
玩

具

総

動

員

』

(ト

イ

ス

ト

ー

リ

ー

)
、

『
玩

具

総

動

員

2
』

(
ト

イ

ス

ト

ー

リ

ー

2

)
、

『
恐

竜

』

(
ダ

イ

ナ

ム　
　

ソ
ー
)
な
ど
の
作
品
が
流
入
し
た
。

中
国
市
場
に
お
い
て
、
日
本

の
ア
ニ
メ
は

コ
ミ
ッ
ク
本
流
通
と
テ

レ
ビ
ア
ニ
メ
放
映
の
同
時
進
行
と
い
う
形
を
と

っ
た
の
に
対
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
ア
ニ
メ
は
劇
場
ア
ニ
メ
公
開
と

D
V
D

・
V
C
D

・
ビ

デ
オ

・
C
D

・
書
籍
な
ど
の
二
次
使
用
が
幅

広
い
形

で
進
行
し
て
、

デ
ィ
ズ

ニ
ー
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
が
普

及
し
た

こ
と
に
特
徴
が

　　

　

見

ら

れ

る
。

日

中
国
ア
一
一メ
の
多
様
化

日

本

の

コ

ミ

ッ

ク

・
ア

ニ
メ

が

中

国

で

流

行

す

る

中

で
、

九

三
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年
、
漫
画
雑
誌

『画
書
大
王
』

が
創
刊
さ
れ
、
中
国

の
漫
画
作
家
に

へ　
　

よ
る
漫
画
本
づ
く
り
が
は
じ
ま

っ
た
。
九
〇
年
代
半
ば
に
は
多
数
の

中
国
の
漫
画
家
が
登
場
す
る
が
、
例
え
ば
顔
開
の

『雪
耶
』
は
、
学

ム　
し

園

ヒ

ロ
イ

ン
漫

画

と

し

て
最

も

人

気

の
高

い
連

載

と

な

っ

て

い

る
。

一
方

、

中

国

ア

ニ
メ
映

画

界

は

、

日

本

ア

ニ
メ
、

デ

ィ
ズ

ニ
ー

ア

ニ

メ

の
直

撃

を

受

け

る
中

で
、

"
影

視

合

流

"

(
映

画

事

業

と

テ

レ
ビ

ムゲ
　

事
業
の
合
流
)
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
映
画
制
作
所
は

採
算
の
と
れ
る
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
制
作
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
テ
レ

ビ
ア
ニ
メ

に
比
べ
、
劇
場
用
の
ア

ニ
メ
映
画

の
制
作
数
は
著
し
く
減

少
し
た
。

テ
レ
ビ
番
組
に
お
い
て
は
C
C
T
V
の

『動
画
城
』
が
代

表
格
で
あ
り
、
毎
週
月
曜
か
ら
土
曜
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
タ
イ
ム
に
様
々

ム　
　

な
国
産

ア

ニ
メ
作
品
が
放
映
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
隆
盛

の
時
代
を
迎
え
た
中

で
、
上
海

ア
ニ
メ
映
画
制
作
所
は
、
九
九
年
に
人
気
俳
優

の
姜
文
や
寧
静
を
声

優
と
し
て
起
用
し
て
、
長
編
セ
ル
ア
ニ
メ
大
作

『宝
蓮
灯
』
を
制
作

ム
　
　

し
た
。
中
国
の
ア

ニ
メ
映
画

の
制
作

は
日
本
や
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ア
ニ
メ

手
法

の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、

ア
ニ
メ
映
画

の
素
材
や
テ
ー

マ
に

は
、
『宝

蓮
灯
』
の
よ
う
に
孫
悟
空
作
品
な
ど

の
中
国
固
有

の
伝
統

的
、
民
族

的
な
素
材
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
。
こ
の
た
め
、
『宝

蓮
灯
』
は
中
高
年
以
上
の
年
齢
層
お
よ
び
小
学
校
低
学
年
以
下
の
幼

児

・
児
童

に
は

一
定
の
人
気
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
日
米
ア
ニ
メ
に

日
頃
接
し
て
い
る
青
少
年
層
に
は
支
持

さ
れ
な
い

「ね
じ
れ
現
象
」

へ　
　

が
起

き

た

と

い
わ

れ

る
。

一
九
九
九
年
の

『宝
蓮
灯
』
公
開
以
降
、
劇

場
用

の
ア
ニ
メ
映
画

作

品
と
し
て
、
『
老
夫
子
反
闘
偵
探

』、
『
神

龍
島

』、
『
少
年
包
青

天
』
、
『
三
国
外
傳
』、
『大
話
三
国
』
、
『絶
代

双
驕
』
、
『
金
瓶
梅
』
、

『梁
山
伯
與
祝
英
台
』
な
ど
の
セ
ル
ア

ニ
メ
作

品
が
公
開
さ
れ
、

一

ムコ
　

定

の
人
気
を
得
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ア
ニ
メ
は
内
容
的

に
は
中
国
固

有
の
作
品
を
素
材
と
し
な
が
ら
、
技
術
的
に
は
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ア

ニ
メ

の
色
彩
感
や
日
本
ア

ニ
メ
の
繊
細
で
コ
ミ
カ

ル
な
タ
ッ
チ
が
生
か
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
C
G
ア
ニ
メ
で
は
、
二
〇
〇
五
年

に

"
3
D
功
夫

片
"
(S
D
カ
ン
フ
ー
映
画
)
『龍
刀
傳
奇
』
が
制
作
さ
れ
、
四
五
年

ぶ
り
に
孫
悟
空
の
ア

ニ
メ

『大
閾
天
宮
』
が

"全
三
維
電
脳
動
画
"

　だ
ソ

(
S

D

C

G
)

と

し

て

リ

メ

イ

ク

さ

れ

た

。

朋1
晒 噛

夏休 み ロー ドショー で大入 りとな った

中国長編 アニメ 『宝蓮灯』(1999年 北京)
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お
わ
り
に

一
九

九
三
年

一
月
、
広
播
電

影
電

視
部

(
ラ
ジ
オ
映
画

テ
レ

　れ
　

ビ
省
)
に
よ

っ
て
、

「関
於
当
前
深
化
電
影
行
業
機
制
改
革
的
若
干

意
見
」
が
出
さ
れ
、
中
国
で
半
世
紀
近
く
行
わ
れ
て
き
た
国
営
組
織

に
よ
る
映
画
の
統

一
的
な
制
作

・
配
給

・
上
映
方
式
が
正
式
に
廃
止

　
れ
　

さ
れ
、
映
画
は
商
品
化

・
市
場
化
が
加
速
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況

の
も
と
で
、
中
国
ア
ニ
メ
映
画
事
業
に
お

い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な

課
題
が
あ

る
。

第

一
に
、
対
内
的
に
は
テ
レ
ビ
ア

ニ
メ
と

の
競
合
、
対
外
的
に
は

ハ
リ
ウ

ッ
ド
ア
ニ
メ
、
日
本

ア
ニ
メ
の
流
入

の
中

で
、
国
産
ア

ニ
メ

映
画
の

"
上
座
率
"

(劇
場
入
場
者
数

・
興
行
収
入
)
が
減
少
し
、

ア
ニ
メ
を
制
作
す
る
映
画
制
作
所
の
慢
性
的
な
資
金
難
が
進
行
し
て

　あ
　

い
る
こ
と

で
あ
る
。

第
二
に
、
映
画
市
場
化

の
中

で
、
観
客

に
好
ま
れ
る
セ
ル
ア

ニ

メ

・
C
G

ア
ニ
メ
が
ア

ニ
メ
映
画
制
作

の
主
流
と
な
る
中
で
、
水
墨

ア
ニ
メ

・
折
紙
ア
ニ
メ

・
切
り
絵
ア

ニ
メ
な
ど
の
伝
統
的

・
手
工
業

　れ
　

的
な
ア

ニ
メ
制
作
数
が
極
端
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、
ア
ニ
メ
制
作
が
分
業
化
さ
れ
る
中
で
、
様
々
な
養
成
機

関
が
設
立
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
き
て
い
る
が
、

ア
ニ
メ
制
作
に
携

わ
る
ス
タ

ッ
フ
の
絶
対
数
が
不
足
し
、
特
に
、
水
墨

ア
ニ
メ
な
ど
の

ム
リ
　

伝
統
ア
ニ
メ
の
後
継
者

が
育

っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

第

四

に

、

ア

ニ
メ

映
画

に

お

い

て

は
、

コ
ミ

ッ
ク
本

・
ビ

デ

オ

・

V

C

D

・
D

V

D

あ

る

い
は

ア

ニ
メ

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

グ

ッ
ズ

等

の
二

次

利

用

が

進

ん

で

い

る

が

、

市

場

に

お

い

て

"
盗

版

"

(海

賊

版

)

　れ
　

が
後
を
絶
た
ず
、
著
作
権
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

第
五
に
、
ア
ニ
メ
映
画

の
輸
入
自
由
化
が
進
む
中
で
も
、
輸
出
入

を
行
う
機
関
は
原
則
と
し
て
国
家

の
映
画
審
査
機
構
お
よ
び

"中
影

公
司
"

一
社
だ
け
で
あ
り
、
輸
入
業
者

の
自
由
化
が
進
ん
で
い
な
い

　
ゆ
　

点

で
あ

る

。

ま

た

、

ア

ニ

メ

映

画

に

お

い

て

も

"
配

額

限

制

"

(S
c
re
e
n
q
u
o
ta
)

が
適

用

さ

れ

て
、

国

産

映

画

と

海

外

映

画

の
上

映

ムね
　

時
間
比
率
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

中
国
ア

ニ
メ
映
画
事
業
は
、
国
産
テ
レ
ビ

ア

ニ
メ
お
よ
び
日
米
の

海
外
ア
ニ
メ
と
の
適
正
な
競
合
を
模
索
し
な

が
ら
、
新
た
な
段
階
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

注〈1
>

今

村
太

平

『
漫
画

映

画
論

』

(音

羽

書

房

・

一
九

六

五
年

、

第

一
文

芸

社

・

一
九

四

一
年

、
真

善

美

社

・

一
九

四

八
年

)
、

岩

波
書

店

、

一
九

九

二
年

、

一
五

二
頁
。

〈
N
)

T
h
o
m
a
s
E
d
iso
n

[
米

]
°

一
八

八
九

～
九

一
年

頃

に
ピ

ー
プ

・

シ

ョ
ー

(
の
ぞ

き
か

ら
く

り

)
、

キ

ネ
ト

ス

コ
ー
プ

(電

影

鏡

)

な

ど
を

発

明

(程
季
華

主
編

『中

国
電

影

発

展
史

1
』

中
国
電

影

出
版

社

、

一
九

六
三
年

、
六
頁

、

W

・
シ

ュ
ラ

ム
著

、
学

習
院
社

会

学
研

i84



究

室
訳

『
マ
ス

・
コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
』

東
京

創
元

社
、

一
九

五

四
年
、

二
一二
頁

、
前

掲

『
漫

画
映

画
論

』

一
五
頁

等

)
。

〈
m
)

D
u
le
s
M

arey

[
仏

]
。

一
八

八

八

年

に
写

真

銃

(電

影
撮

影

機

)

な

ど

を
発

明

(
前

掲

『
中

国

電

影

発

展

史

1

』

五
頁

、

前
掲

『
漫
画

映
画

論
』

二
〇
六

頁
等

)
。

〈
4
>

一
八
六
九
年

に
フ

ァ
イ

ア

ッ
ト
兄

弟

に
よ

り

セ
ル

ロ
イ
ド

が
発

明

さ
れ
、

一
八

八
六
年

に

イ

ー

ス
ト

マ
ン
に
よ

り
工
業

化

さ
れ
普

及

し

た
と

さ
れ

る

(前
掲

『
漫

画
映
画

論

』

一
五
頁

等

)
。

〈
5
>

th
a
u
m
atro
p
e
°

一
九

世

紀

の
パ

リ

ス

の
発

明

は

「
動

く

絵

の

玩

具
」

と
呼
ば

れ
た
。

人
間

の
視

覚

の

「残

像
」

に
基

づ
く

映
画

の

基

本

理
論

は
、

同
時

に

「動

く
絵

J

(c
art
o
o
n
、
f

通

)

に

よ

る

ア

ニ
メ

の
基

本
原

理
と

な

っ
た

(前
掲

『
漫
画

映
画

論

』

一
一
頁
等

)
。

〈
6
>

前

掲

『
漫
画
映
画

論
』

一
〇

六
頁

。

〈
7
>

『
大
闊
画

室
』

(
ア
ト

リ

エ
は
大
騒

ぎ

・
ア
ト

リ

エ
騒
動

・
ア
ト

リ

エ
で

の
騒

動
)

は
、
万

四

兄
弟

の
制

作

に
よ

る
白

黒

ア

ニ
メ
。

墨

絵

に

よ

っ
て
孫

悟
空

の
原
画

が
描

か

れ
た

(小

野
耕

世

『中

国

の
ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
』
平

凡
社

、

一
九

八
七

年

、
六
頁

、

石
子

順

『中

国

映

画

の
散

歩

』

日
中

出

版
、

一
九

八

二
年

、

一
九

四
頁
、

佐

藤

忠

男

・
刈

間
文

俊

『
上
海

キ
ネ

マ
ポ

ー

ト
』

凱
風
社

、

一
九

八
五
年

、

一
〇

五
頁

、
張
駿
祥

他

『
中

国
電

影
大

辞

典
』

上
海

辞
書

出
版
社

、

一
九

九
五
年

、

一
四
七
頁

、

佐
藤

秋
成

「
上
海

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン
の

軌

跡

」

高

城

昭
夫

『
ア

ー
ト

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ

ン
の
素

晴

ら

し

き
世

界
』

エ
ス
ク

ァ
イ

ア

マ
ガ
ジ

ン
ジ

ャ
パ

ン
、

二
〇
〇

二
年

、
八

八
頁

等

)
。

(
8
)

F
le
isc
h
e
er
S

rP
o
p
e
y
e
th
e
S
a
iio
rJ

(
大

力

水

手

濃

貝

)

シ

リ

i
'K
dr
D
isn
ey
6̀

"
M
ic
k
ey
M

o
u
se
"

(米
老

鼠

)

の
登

場

し
た

『
S
te
a
m
b
o
a
t
W

ill
ie
)

な
ど

二
〇

年

代

の
ア

メ
リ

カ

・
ア

ニ
メ

の
影

響

に

つ
い
て
、
小

野
耕
世

は

「彼

ら

(万

兄
弟

)

に

は
デ

ィ
ズ

ニ
ー

よ

り

フ
ラ

イ

シ
ャ
ー
作

品

の
影
響

が
強

い
」
と

指
摘

し

て

い
る

(前

掲

『
中

国

の
ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
』

一
六

頁

お

よ
び

頁

否

・
路

盛
章

『
動

画

概

論

』

北

京

広

播

学

院

出

版

社

、

二
〇

〇

二
年
、

四

七

頁

等

)
。

〈
9
>

『鉄

扇

公
主
』

(西
遊

記

・
鉄
扇

公
主

の
巻

)
新

華

連
合

影
業

公

司

。
中

国
最

初

の
長
編

ア

ニ
メ

(白

黒

)

(佐
藤

忠

男
編

著

『
新

世

紀

ア
ジ

ア
映
画

』
キ

ネ

マ
旬
報

社
、

二
〇

〇

〇
年

、

二
六
頁

、
前

掲

『
上
海

キ

ネ

マ
ポ

ー

ト
』

一
〇

六
頁

、

前

掲

『
中

国

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ

ン
』

三

一
頁

、

『
中
国
電

影
大

辞
典

』
九

五
六

頁
等

)
。

〈
10

>

"
～

片
"

と

い
う
中

国

語

の
語

素

(
形
態

素

)

は
、

映

画

全
体

を

指

す

"
電

光

影
戯

"

(電

影

)
、

"
西

洋

影
戯

"

(影

戯

・
影
劇

)
、

"
活

動

影
画

"
等

お
よ
び

"
片
子

"
・
"
影

片

"
・
"
片

子

"
・
"
画

片

"

(
映
画

フ
ィ

ル
ム

・
映
画

作

品
)

な

ど

の
略

語

で

あ
り

、
各

ジ

ャ

ン

ル

の
映

画

作

品

を

示

す
時

に
語

尾

と

し

て
用

い
ら

れ

る

(藤

森

猛

「
中

国

映
画

用

語

の
形
成

」
愛

知

大

学

『
愛

知
論

叢

』

第

六
〇

号

、

一
九

九

六
年

、

=
一二

頁
等

)
。

〈
11
>

漫
画

(
風
刺
画

)

は

一
九
世

紀
末

に
イ
ギ

リ

ス
よ
り
上

海

に
も

た

ら

さ
れ

た

と

い
わ

れ

る
が
、

「漫

画

」

と

い
う

語

は
、

一
九

二
〇

年

代

に
豊
子
榿

ら
に
よ

っ
て
日
本

か
ら
導

入

さ
れ

、

二
八
年

に

『
上

海
漫

画

』

の
創
刊

を

み
た

(盧

建
幸

『
上
海

漫
画

ω
』

新
華

書
店

上

海

発
行

所

、

一
九

九
六

年

、

一
頁
等

)
。

ま

た
西

棋

偉

は
、

日
本

の

漫
画

家

北

沢
楽
天

が
豊

子
榿

に
影
響

を

及
ぼ

し

て

い
る

こ
と

を
指

摘

中国 アニメーシ ョン映画 の発展 と多様化Ig$



し

て

い
る

(西

棋

偉

「
豊

子
榿

研
究

国
際

学

術

会

議
参

加

報

告

」

『東
方

』
第

二
九
九

号

、
東

方
書

店

、

二
〇
〇

六
年
、

八
頁

)
。

さ

ら

に
石

子
順

は
、

一
九

二
〇
年

代

に

日
本

国
内

で
漫
画
単

行
本

の
出
版

が
盛

ん

に
な

っ
た

こ
と
を
指

摘

し
、

三

一
年

の
満
州

事
変
勃

発
前

ま

で
の
時

期

に
お
け

る

日
本

の
漫

画
本

・
漫

画
雑

誌

の

一
覧

を
ま

と

め

て
い
る

(石

子
順

『
日
本
漫

画
史

』

上
巻

、
大

月
書
店

、

一
九

七
九

年
、

一
四

六

頁

)
。

な

お
中

国

に

お

い
て

"
漫

画

片

"
、

"
漫

画

電

影
"

と

い
う
語

は

、

五
〇

～
八

〇
年

代

に
は

一
般

に
用

い
ら
れ

る

こ

と

は
少

な

か

っ
た

が
、

一
九

九

〇

年

代

以
降

、

日
本

の

コ
ミ

ッ
ク

本

・
ア

ニ
メ
の
流

行

に
よ

り
、
再

び

一
般

に
用

い
ら

れ

て

い
る

(夏

林

「
漫

画

電

影

」

『
大

衆

電

影

』

一
九

九

五

年

、

第

三

期

、

三

二

頁

)
。

〈
12
>

前
掲

『
漫
画

映
画

論
』

四
頁

、
藤

森

猛

「中

国

の
ア

ニ
メ
、

漫

画

映
画

」
愛
知

大

学
名

古
屋

外

国
語

研
究

室

『語

研

ニ

ュ
ー

ス
』

喩

12
、

二
〇

〇

四
年

、

二
頁
。

〈
13
>

前
掲

『
中

国
電

影

大
辞

典
』

九

七

三
頁

お
よ
び

『
中
国

の
ア

ニ

メ
ー

シ

ョ
ン
』

一
五
頁

等
。

〈
14
>

"
美

術
片

"

と

い
う

名

称

は
、
映

画

全
体

の
ジ

ャ
ン

ル
を
示

す

"故

事

片
"

(劇

映

画

)
、

"
紀

録

片

"

(
ド

キ

ュ
メ

ン
タ

リ
ー

)
、

"
新

聞

片
"

(
ニ

ュ
ー

ス
映
画

)
、

"
科

教
片

"

(科
学
教

育
映
画

)

に
対

比

す

る
語

と

し

て
、

ア

ニ
メ
映

画

ジ

ャ

ン
ル
全

体

を

示

す

(
藤

森

猛

「中

国

に

お
け

る
映

画

、

劇

場
動

向

」
愛

知

大
学

『
愛

知
論

叢

』
第

五

四
号
、

一
九
九

三
年

、

=
二
七
頁

)
。

〈
15
>

セ

ル
ア

ニ
メ

は
何

枚

も

の
セ

ル

ロ
イ

ド
原
画

を

ト

レ
ー

ス
し

て

重

ね
る
手
法

で
、

一
般

に
多

数

の

ア

ニ
メ
ー
タ

ー
に

よ

っ
て
分

業

し

て
行

わ
れ
、

ア

ニ
メ
映
画

制
作

の
主

流

と
な

っ
て

い
る

(
ア

ニ
メ
六

人

の
会
編

著

『
ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン

の
本

』

合

同

出
版

、

一
九

七

八

年

、

一
〇
頁

等

)
。

な

お

近

年

、

全

て

の
制

作

プ

ロ
セ

ス

が

コ

ン

ピ

ュ
ー

タ

ー

・
グ

ラ

フ

ィ

ッ
ク

に
よ

る

ア

ニ
メ

(
フ

ル
C

G

ア

ニ

メ
ー

シ

ョ
ン
)

の
こ
と
を

「
セ

ル
ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
」

と
も
呼

ん

で

い
る
が
、
本

稿

に
お

い
て

「
セ
ル

ア

ニ
メ
」

と

は
、

C

G

ア

ニ
メ
を

含

め
ず

に
、
従
来

の
セ

ル

ロ
イ
ド

原
画

に
よ

る

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
作

品

を
指

す

(宮

本

治

男

「映
画

」

『
朝

日
現

代

用
語

知

恵
蔵

二
〇

〇
五

』
朝

日
新
聞

社
、

二
〇

〇
五

年
、

八

七

三
頁
)
。

〈
16
>

ペ
ー
パ
ー

ア

ニ
メ
は
、
紙

の
原
画

を

用

い
る
手

法

で
、

一
般

に

一
人

の
ア

ニ
メ

ー
タ

ー

に

よ

っ
て
小

作

品

制

作

が

行

わ

れ

て

い

る

(前
掲

『
ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
の
本
』

一
一
頁
等

)
。

〈
17
>

立
体

ア

ニ
メ
は
、
粘

土

・
紙

・
布

・
木

な

ど

で
作

ら

れ
た
静

止

状

態

の
人
形

を

カ

メ

ラ

で

コ

マ
撮

り

す

る

手

法

で
、

「
ス
ト

ッ
プ

モ
ー

シ

ョ
ン

・
ア

ニ
メ
」
、

「
ス
ト

ッ
プ

ア

ク

シ

ョ
ン

・
ア

ニ
メ
」

な

ど
と
呼

ば
れ

る
人
形

ア

ニ
メ
に
代
表

さ

れ

る
。

す

で
に

一
九

世
紀

末

に

は
ジ

ョ
ル
ジ

ュ

・
メ

リ

エ
ス

[仏

]

な
ど

に

よ
り
制
作

が
開
始

さ

れ

て

い
た

(
お
か

だ
え

み

こ

『
人
形

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン

の
魅

力
』

河

出

書
房
新

社
、

二
〇

〇
三
年

、

一
五

頁
、

上
島

春
彦

「
エ
ミ
ー

ル

・

コ
ー

ル
」
高
城

昭
夫
他

『
ア
ー

ト

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
の
素

晴

ら

し
き

世

界
』

エ
ス
ク

ァ
イ

ア

マ
ガ
ジ

ン
ジ

ャ
パ

ン
、

二
〇

〇

二
年

、
五

六

頁

、
筒

井

武

文

「
ア

ニ
メ

の
父
、

ジ

ョ
ル

ジ

ュ

・
メ
リ

エ

ス
」

同

書

、
五
九

頁
、
前

掲

『
ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン

の
本

』

一
二
頁

等

)
。

〈
18

>

切

り
抜
き

ア

ニ
メ
は
、

紙

や
布

で
切

り
抜

い
た

ア

ニ
メ
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
を
原

画

の
上

に
用

い
る

手
法

で
、

「
切

り
紙

ア

ニ
メ
」
、

「舅
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紙

ア

ニ
メ
」
、

「切

り
絵

ア

ニ
メ
」

な
ど

と
も
呼

ば

れ

て

い
る

(前
掲

『
ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
の
本

』

=

頁

お
よ
び

前

掲

『
人

形

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン
の
魅

力
』

二

一
頁

等

)。

〈
19

>

C
G

ア

ニ
メ
は

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

・
グ

ラ

フ
ィ

ッ
ク

ス
で
作

ら

れ

る

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
で
あ

り
、
現

在

で

は
平

面

(
2
D
C

G
)

か

ら
立
体

(
3

D
C
G
)

へ
と

制

作

の
主
流

が
移

っ
て
き

て
い
る

(今

宮

淳

美

「
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ

ー
」
、

有

澤

誠

「
マ
ル

チ

メ

デ

ィ

ア

・

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
前
掲

『
朝

日
現
代

用
語

知

恵
蔵

二
〇
〇

五
』
八

三
〇

お

よ
び
八

三
六
頁
等

)
。

〈
20
>

人

形

ア

ニ
メ

は
立
体

ア

ニ
メ

の
中

心

で
あ

り
、

エ
ミ
ー

ル

・

コ
ー

ル

[
仏
]

や

ア
ー
サ

ー

・
メ
ル

バ
ー

ン

・
ク

ー

パ
ー

[英

]

ら

に

よ

っ
て

一
九

世
紀
末

～

二
〇

世
紀

初
頭

に
か
け

て
制
作

が
試

み
ら

れ

た
と

い
わ

れ
る
。
人

形

の
ポ

ー
ズ

を
変

え

て

コ

マ
撮

り
す

る

こ
と

か

ら

「パ

ペ

ッ
ト

(℃
ロ
電

o
酔)
・
ア

ニ
メ
」
と
呼

ぶ
場

合

も
あ

る

(前

掲

『
人
形

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン

の
魅
力

』

一
七
頁

お
よ
び

『
ア
ー
ト

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン
の
素
晴

ら

し

き
世
界

』

五
八
頁

等

)
。

〈
21
>

粘

土

ア

ニ
メ
は
人
形

ア

ニ
メ

の
主
流

で
あ
り

、
人

形

の
素

材

に

粘

土

が
使

わ

れ

る

こ
と

か

ら

「
ク

レ
イ

(c
lay
)
・
ア

ニ
メ
」

と
呼

ば

れ

る
。

C
M
や
小
作

品

な

ど

に
C
G
処

理

さ
れ

て
用

い
ら
れ

る

こ

と

が
多

い

(前

掲

『
人
形

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン

の
魅

力
』

一
八

頁

お
よ

び

『
ア
ー

ト

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ

ン
の
素

晴

ら

し

き

世

界

』

一
六

、

一

八

、

四

二
、

=

○
頁
等

)
。

〈
22
>

人
形

ア

ニ
メ
な

ど

の

ア

ー
ト

・
ア

ニ
メ

は
、

佐

藤

雅

彦

ら

に

よ

っ
て

「
モ
デ

ル

・
ア

ニ
メ

ー

シ

ョ

ン
」

と

も
総

称

さ

れ

て

い
る

(前

掲

『
ア
ー

ト

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン

の
素

晴

ら

し

き

世

界

』

二
二

頁

)
。

〈
23
>

中

国
語

で

"
動
画

片
"

は
広
義

で
は

ア

ニ
メ
全

体

を
指

し
、

狭

義

で
は

セ
ル

ア

ニ
メ
を
表

し

、
中

国

ア

ニ
メ
に

お

い
て
は
万
籟

鳴

に

よ

る

ア

ニ
メ
制

作

の
開

始

以
来

、

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ

ン
の
主

流

で
あ

る
。

な

お

"
未
通

片

"
は
狭

義

の
ア

ニ
メ
と

し

て

の

"
動
画

片
"

と

同
義
語

と

な

っ
て
い
る

(許
南

明
他

『電

影

芸
術

詞
典

』
中

国
電

影

出

版

社

、

一
九

八

六
年

、

五
七

八
頁

、
前

掲

『
中

国

の

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ

ン
』

一
〇

頁

、
前

掲

「中

国

の

ア

ニ
メ
、

漫

画

映

画

」

二
頁

等

)
。

〈
24
>

中
国

と

日
本

に
お
け

る
人
形

ア

ニ
メ
映

画

の

パ
イ
オ

ニ
ア
は
持

永

只
仁

(中
国

名

は

"
方

明
"
)
。
持

永

は

一
九

三
九
年

か
ら

ア

ニ
メ

制
作

に
携

わ

り
、
中

国
最
初

の
人

形

ア

ニ
メ

で
あ

る
四

一
年

『皇

帝

夢
』

(皇
帝

の
夢

)
、

日
本
最

初

の
人
形

ア

ニ
メ
で
あ

る
五

四
年

『
瓜

子

姫

と

あ

ま

の

じ

ゃ
く

』
等

を

制

作

し

た

(前

掲

『
中

国

の
ア

ニ

メ

ー

シ

ョ
ン
』

三
六
頁

、
『
大

衆

電

影
』

二
〇
〇

〇

年

第
九

期

、
五

三

頁
、

佐

藤

秋

成

「中

国

人
形

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン

の
歴

史

」
前

掲

『
ア

ー
ト

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ

ン
の
素

晴

ら

し
き

世

界
』

三
五

、

一

一
八

頁

、
前
掲

『
人
形

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン

の
魅

力
』

一
七
六
頁

等

)
。

〈
25
>

折
紙

ア

ニ
メ
は

一
般

に
ア
ー

ト

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン

に
含

め

ら
れ

る
が
、

中

国

に

お

い
て

は

一
九

六

〇
年

『聡

明
的

鴨

子
』

(
か

し

こ

い

ア
ヒ

ル
)

の
制

作
以
来

、

ア

ニ
メ
映
画

の

一
ジ

ャ

ン
ル
と
し

て
独

自

に
発
展

し
た

(前
掲

『中

国

電

影
大

辞

典

』

=

三

二
四
頁

、

『電

影

芸

術

詞
典

』
六

〇

一
頁

、
『
中

国

の

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ

ン
』
別

表

3

頁

、
前

掲

「上

海

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
の
軌

跡

」

八
九
頁

等

)
。

〈
26

>

中

国

の
切

り
絵

ア

ニ
メ
映

画

は
、
伝

統

的

な

民

間
切

り
絵

や
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"
皮
影
戯

"

(獣
皮

を

用

い
た
影

絵

劇
)

の
手

法

を
導

入
し
、

万
古
蠣

ら

に
よ

っ
て
始

め
ら

れ
、

一
九

五

八
年

最
初

の
切

り
絵

ア

ニ
メ
映
画

『猪

八
戒

喫
西
瓜

』

(猪

八
戒

ス
イ

カ
を

食

う
)

が

つ
く

ら
れ

た

(前

掲

『
中

国
電

影

大
辞

典

』
九

七

二
頁

、

『電

影

芸
術

詞

典
』

五

九
九

頁

、
『
中

国

の
ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン
』

一
二
頁
等

)
。

〈
27

>

水
墨

ア

ニ
メ

は

ペ
ー
パ

ー

ア

ニ
メ
や

セ

ル
ア

ニ
メ

の
原
画

に
水

墨
画

の
背

景

が
描

か

れ

て
制
作

さ

れ
た

。
最
初

の
水

墨

ア

ニ
メ

は
、

も

と
も

と
漫
画
家

で
あ

っ
た
特

偉

な
ど

に

よ

っ
て
開

始

さ
れ
、

一
九

六
〇

年
、

"水

墨
動

画

片

"

(水

墨

セ

ル

ア

ニ
メ
)

の

『小

蜷
料

戎
婿

嬬
』

(
お
母

さ
ん

を

さ

が
す

オ

タ

マ
ジ

ャ
ク

シ
)

が
生

ま

れ
た

(前

掲

『
中

国

電

影

大

辞

典

』

九

三

八

頁
、

『
中

国

の

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ

ン
』

一
〇

四
頁
、

「
上
海

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン

の
軌
跡

」
八
九

頁
等

)
。

〈
28
>

中

国

ア

ニ
メ

は
、
質

否

と
路
盛

章

に

よ

っ
て
、

制
作

形
式

・
ス

ト
ー

リ
ー

・
放

映

ス
タ

イ

ル
等

の
様

々
な
視
点

か

ら
詳
細

な
分

類

が

行

わ

れ

て

い
る

(
前

掲

『
動

画

概
論

』

=

二
頁

等

)
。

な

お
中

国

の

最

初

の
C

G
ア

ニ
メ
は
、

二
〇

〇
〇

年

の
科
学

教
育

映
画

『
宇
宙

與

人

』

(宇

宙

と

人

)

(藤

森

猛

「
現

代

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン

・
コ
ミ

ッ

ク
」
愛

知
大
学

現

代

中
国
学

会

『
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
現

代
中

国
』

あ

る

む
、

二
〇
9

二
年

、

二

一二
九

頁

お

よ
び
藤

森
猛

「現
代

中

国
理
解

の

た

め

の
キ

ー

ワ

ー

ド

五

〇

〇
ー
1

改

革

開
放

以
後

に
お

け

る

〈
映

画

〉
用
語

」

『中

国

21
』

田

・
11
特
集

"
現

代
中

国
映
画

研
究

、
風

媒

社

、

二
〇
〇

一
年

、

一
四
九

頁
等

)
。

〈
29
>

『
大

閾
画

室

』

の
制

作

を
行

っ
た
上

海

の
長
城

画
片

公

司

(
一

九

二
四
～

三
〇
年

)

は
、
梅

雪
傭

ら
に

よ

っ
て
設
立

さ
れ
た

映
画

制

作
所

で
あ
る
が
、

当
時

は

ア

ニ
メ
を
専

門

に
作

る
部
署

は
な

く
、

上

海

商
務

印
書

館

か
ら
来

た
万

四
兄

弟

の
手

に

よ

っ
て
白

黒

の
サ
イ

レ

ン
ト

・
ア

ニ
メ
が

つ
く

ら

れ

た

(前

掲

『
中

国
電

影

大

辞

典

』

七

五
、

一
四
七

頁
、
前

掲

『
中

国

の

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
』

六

頁
)
。

〈
30
>

前

掲

『中

国

の

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
』

一
九

頁
、
藤

森

猛

「中

国

エ

映

画

の
歩

み
」
『
中

国

21
』

%
.
11
、

一
頁
等

。

〈
31
>

程

季
華
主

編

『中

国
電

影

発
展

史

2
』

中

国
電

影

出
版

社
、

一

九

六

三
年
、

二
七

頁
、

前

掲

『
中

国

の
ア

ニ
メ

ー

シ

ョ

ン
』

二

一

頁

。

〈
32
>

前
掲

『中

国

の

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン
』

二
七
頁
。

〈
33
>

前
掲

『
漫

画
映
画

論
』

一
七

九

頁
。

〈
34
>

前
掲

『
中

国

の
ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
』

二
九

頁
等

。

〈
35
>

日
本

の
文
化

製
作

プ

ロ
か

ら
中

国

の
東
北

電
影

製
片

廠

に
移

っ

た
持

永

只
仁

は
、

『
皇

帝

夢
』

で

「池

勇

」

の
名

を
用

い
、

そ

の
後

の
作

品

で
は

「方

明
」

の
名

を
用

い
た
と

さ

れ

る

(
前
掲

『
中

国
電

影
発

展
史

2
』

三
九

一
頁
、

胡
胆

・
古

泉
著

、
横

地

剛

・
間

ふ
さ

子

訳

『
満
映
-

国
策

映
画

の
諸

相

』

パ

ン
ド

ラ
、

一
九

九

九
年

、

二

五
八

頁

、
前
掲

『
中
国

の

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
』

五
九

頁

、

『
人

形

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
の
魅
力

』

一
七

六

頁

、

『
ア
ー
ト

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン

の
素
晴

ら

し
き
世

界
』

三
五
、

=

八

頁
等

)
。

〈
36
>

蕾
建
農

「方
明
-

新
中
国
美
術
電
影
的
開
拓
者
」
『
大
衆
電

影

』

二
〇
〇

〇
年
第

九
期

、
五

三
頁

等

。

〈
37

>

"
児
童
片

"

(児

童
映
画

・
子
供

映
画

)

は
、
狭

義

で
は
劇
映

画

の

一
ジ

ャ

ン
ル

で
あ

る

が
、

広

義

で
は

児
童

を
対

象

と

す

る
劇

映

画

・
ア

ニ
メ
映
画

・
記
録
映

画

・
ニ
ュ
ー

ス
映

画

・
科
学

教

育
映
画

等

を

全

て
含

ん

で

い

る

(
前

掲

「中

国

に

お

け

る
映

画

、

劇

場

動

188



向

」

一
四

一
頁
、

『
中
国
電

影

大
辞

典

』

二
三
三

頁
)
。

〈
38
>

一
九

五
〇

年

に
成

立

し

た

"
上

海
電

影
製

片
廠

美

術

片
組

"

(上

海

映
画

制
作

所

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン
映

画
部

)

が
、

一
九

五

七
年

に
上

海
美

術
電

影
製
片
廠

(
上
海

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
映

画
製
作

所
)

に
改

組

さ
れ
、

現
在

に
至

る

ま

で

ア

ニ
メ
映

画

・
児
童

劇
映
画

等

を

制

作

し

て

い
る
。

ま
た
現

在

は

"
上

海
億

利

美
動

画

有
限

公

司
"
、

"上

海

f
通

文

化
発

展
有

限

公

司

"
、

"
f

通

王
雑

誌

社
"
、

"
上

海
美

術

電

影

絵

製

工
廠

"

な

ど

の
映

画

・
テ

レ
ビ
制

作

、

雑
誌

・
D

V

D

・
漫

画

出
版

販
売

な

ど

の
系
列

企

業

を
有

し

て

い
る

(『
中

国
電

影

年

鑑

一
九
九

〇

』

中

国
電

影

出

版

社
、

一
九

九

二
年
、

四

一
五

頁

、
前

掲

『
中

国

の
ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン
』
七

四
頁
、

『
中

国
電

影

年

鑑

増

刊

二
〇

〇

五
』

中

国
電

影

年

鑑

社
、

二
〇

〇

五

年
、

四
八

頁

等

)
。

〈
39
>

前

掲

『
中

国

電

影

大

辞

典

』

一
〇

三

六

頁

、

『
中

国

の

ア

ニ

メ

ー

シ

ョ
ン
』
九

三
頁
。

〈
40
>

一
九

四
九
年

の
劇

映
画

『
三
毛

流
浪

記

』

(毘

需
影

業

公
司

)

の
作

品

に
お

い
て
、
主

人
公

「三
毛

」

の
描

写

に
、

部
分
的

に

ア

ニ

メ
技

術

が
導

入
さ
れ

て

い
る

(前

掲

『
中

国
電

影
大

辞
典

』
八

一
二

頁

、
前
掲

『中

国

の
ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン
』

九
頁

)
。

〈
41
>

例

え
ぼ
水

墨

ア

ニ
メ

『
小
蜷

斜

撲
嬌

嬬
』

は
六

一
年

の

ロ
カ

ル

ノ
国
際

映
画
祭

(
ス
イ

ス
)

で

の
受

賞

な
ど
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
国
際

映

画
賞

を
五

つ
受
賞

し
た

(前
掲

『
中
国

電
影

大

辞
典
』

一
四
四

四

頁

、
前

掲

『中

国

の

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン
』

一
〇

三

頁
)
。

〈
42
>

ア

ニ
メ
作
品

『
没
頭
脳

和

不
高

興
』

は
当

時

の
社
会

を
痛

烈

に

風

刺

し

て

い
る
。

例

え
ば

作

品

の
中

で
、

主

人

公

の

「
没

頭

脳

」

(
ノ
ー

タ
リ

ン
)

は
、

"
工
程
師

"

(
建
築

士

)

と

し

て
九
九

九

階

の

ビ

ル
を
建

て
て
し
ま
う

が
、
建

物

に

エ
レ

ベ
ー
タ

ー
を

設
置

す

る

こ

と

を
忘

れ

た
た

め
、
人

民

は
高

層

の
階

に
行

く

に
は
、

生
活

用
品

・

寝

具

な
ど

を
背
負

っ
て
階
段

を
何

日
も
歩

か

な
く

て

は
な

ら
な

い
と

い
う

場
面

が
あ

る

(前

掲

『中

国
電

影

大
辞
典

』

六
五

七
頁

、
前

掲

『
中
国

の

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
』

=

七
頁

等
)
。

〈
43
>

藤

森

猛

「整

理
整

頓

期

の
中

国

映

画

」

愛

知

大

学

『
愛

知

論

叢

』

第
五

六
号

、

一
九
九

四
年
、

九

二
頁
等

。

〈
44
>

長
編

カ

ラ
ー

セ

ル
ア

ニ
メ

『
郡
哺

闇
海

』

は
八

三
年

に

マ
ニ
ラ

国
際

映
画

祭

で
特
別
賞

を
受

賞

す
る

な
ど

国
内
外

で
五

つ
の
映

画
賞

に
輝

い
た

(前

掲

『
中

国

の

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
』

=
二
六

頁
、

『
中

国
電

影

大
辞
典

』

七
〇

三
頁
等

)
。

〈
45
>

ウ

イ
グ

ル
族

の
阿
凡

提

(
ア
フ

ァ
ン
テ

ィ
、

エ
ペ

ン
デ

ィ
)

の

物

語

を

映

画

作

品

に

し
た

の
は
、

一
九

八

〇
年

の
劇

映
画

『
阿

凡

提

』

(北

京

電

影

製
作

片

工
廠

)
。

シ
リ

ー

ズ

人
形

ア

ニ
メ

『
阿

凡

提

』

(
一
集
～

=

二
集

)

は
、

"
少
数

民

族

片

"

(少

数

民

族
映

画

)

の
代
表

作

で
も

あ
り
、

ま
た
少

数

民
族
映

画

と

し

て

の
ア

ニ
メ
映

画

は
、

八
三

年
、

ぺ
1
族

を
描

い
た

セ

ル
ア

ニ
メ

『
瑚
蝶

泉

』
な

ど

に

受

け
継

が
れ

て

い
る

(前
掲

『
中

国

の
ア

ニ
メ
ー

シ

ョ

ン
』

=

二
九

頁

、
藤

森

猛

「中

国

映
画

に
お
け

る
民
族

化

の

一
面

」

『
中

国

21
』

田

・
3
、

風

媒
社
因

一
九

九

八
年
、

一
〇

四
頁

お

よ
び

前
掲

『中

国

電

影

大
辞

典
』

二
頁

等
)
。

〈
46
>

『
三
個

和
尚

』

は
八

二
年

に

ベ
ル

リ

ン
国
際

映

画

祭

に

お

い
て

短

編

部
門

の

「銀
熊

賞
」

を
受
賞

す

る
な

ど
国

内
外

の
七

つ
の
映
画

賞

を

受

賞

し

た

(
路

海
波

・
藤

森

猛

「中

央

戯

劇

学

院

と

映
画

人

:・ 中国アニメー シ ョン映画の発展 と多様化



材

」

『
中

国

21
』

田

・
11
、

四
〇

頁

、
前

掲

『
中

国

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ

ン
』

一
四
九

頁
、

『
中

国
電

影
大

辞
典

』

八
〇
九

頁
等

)
。

〈
47
>

第

五
世

代
監
督

が
台
頭

す

る

一
九

八
〇
年
代

半
ば

の
時

期

は
、

劇
映
画

、

ア

ニ
メ
映

画

と

も
年
間

制

作
本
数

が

ピ
ー

ク
を
迎

え

、
八

六
年

に

は
年

間
映
画

制

作
数

五

四
五
本

の
う
ち

、
劇
映

画

が

一
五
〇

本

で
、

ア

ニ
メ
映
画

は
三

一
本
制

作

さ

れ
た

(前

掲

「中
国

に
お
け

る
映
画

、
劇

場
動
向

」

一
三
七
頁

)
。

〈
48
>

『
鉄
腕

ア
ト

ム
』

は

一
九

六

三
年

に
日
本

で
最
初

に
放
映

さ
れ

た
T

V

ア

ニ
メ

で
あ

る
が
、

中

国

に
お

い

て
は
、

一
九

八
〇

年

以
降

の
リ

メ
イ
ク
作

品

が
放

映

さ
れ

て
、

人
気

を
得

た

(石

子
順

三

『
戦

後

漫
画
史

ノ
ー
ト
』

紀

伊

国
屋
書

店

、

一
九

八
〇

年
、

一
八

九
頁

お

よ
び
吉
岡

哲
巨
編

『
好

奇
心

ブ

ッ
ク

ニ

三
号

八
〇
年

代

ア

ニ
メ
大

全
』

双
葉

社
、

一
九

九

八
年

、

一
七
六

頁
等

)
。

〈
49

>

『
黒

猫
警

長

』

は
主

人
公

の
黒
猫

警

部

(巡
査

)

が
部

下

の
白

猫

と
と

も
に
未
来

の
機

器

を
使

っ
て
、

悪

の
ネ
ズ

ミ
と

戦
う
物

語

で

あ

り
、
小

学
生

以
下

の
児
童

に
圧

倒
的

な
人

気
を
得

た
。

当
時

の
郡

小
平

の

「白

猫
黒

猫

論

」

を
そ

の
ま

ま

ア

ニ
メ

に
し
た
作

品

で
あ

る

と

も

い
わ

れ

る
。

ま

た

『
萌

藍
兄

弟
』

に
登

場
す

る
主
人

公

の
七
人

の
ひ

ょ
う

た
ん
坊

や

は

『
鉄

腕

ア
ト

ム
』
を

モ
デ

ル

に
し
、
悪

の
妖

精

た
ち

は
タ

ツ
ノ

コ
プ

ロ
ダ

ク

シ

ョ

ン
の

『
タ

イ

ム
ボ

カ

ン
』

シ

リ
ー
ズ

の
悪

の
主

人

公

(
三
悪

)

を

モ
デ

ル
に
し

て

い
る
と

い
わ

れ

る

(前

掲

『
好
奇

心

ブ

ッ
ク

ニ
一二
号

八
〇
年

代

ア

ニ
メ
大
全

』

二

八
頁
、

前
掲

『
中

国

電

影
大

辞
典

』

三
五
五
頁

、
前

掲

『
中
国

の
ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
』

一
六

八
頁
等

)
。

〈
50
>

『
黒

猫

警

長

』
、

『
萌

盧

兄

弟

』

と

も

続

編

ア

ニ
メ
が

制

作

さ

れ
、

現
在

で
も
絵

本

・
漫
画

本

が
出
版

さ
れ

る
と

と
も

に
、
文

具

・

衣
料

・
玩

具
等

の
主
力

商
品

キ

ャ

ラ
ク
タ

ー

と
な

っ
て

い
る

(黄

楠

『
黒

猫
警

長

大
戦

機
器

猫

』
青

海

人

民

出
版

社

、
新

華

書
店

、

一
九

九
五
年

、
曹

揚

『
萌
薗

兄
弟

故
事

』
光

明

日
報

出
版

社
、

一
九

九
五

年
等

)
。

〈
51
>

『
鷹

』

は
戦
国

時
代

の
国

王

と
鷹

狩

り

を
扱

っ
た
歴

史

も

の

ア

ニ
メ
。

『
畢
加
索

與

公
牛

』

は
ピ

カ

ソ
が

牛

を
描

く
プ

ロ
セ

ス
を

描

い
た

現
代

ア

ニ
メ

(前
掲

『中

国
電

影

大
辞

典
』

四
四
、

一
二
=
二

頁

等
)
。

〈
52

>

前

掲

「中

国

に
お

け
る
映

画
、

劇

場
動

向
」

一
四
七
頁
等

。

〈
53

>

『
中
国

統
計

年

鑑

一
九

九

二
』

四
〇

四
頁

、
藤

森

猛

「中

国

に

お
け

る
家
電
製

品

の
普

及

と
娯
楽

手

段

の
多
様

化
」

愛
知

大
学

『愛

知
論

叢

』
第
五

八
号

、

一
九
九

五
年

、

一

一
六
頁
。

〈
54
>

例

え

ば
九

二
年

に
は

孫
悟

空

を

モ
チ

ー

フ

に
し

た

鳥

山

明

の

『龍

珠
全
集

』

(
ド

ラ
ゴ

ン
ボ

ー

ル

・
シ
リ
ー
ズ

)

が
中
国

で

ベ
ス
ト

セ
ラ
ー

に
な

っ
た
と

さ
れ

る
。

ま
た

日
下

翠

は
九

三
～
九

四
年

に
中

国

で
販
売

さ
れ

た
日
本

漫
画

(新

漫
画

)

が

一
億
冊

に
達

し
た

こ
と

を
指

摘

し

て

い
る

(
日
下

翠

「新

環
画

か

ら
新

漫
画

へ
」

『
東
方

』

第

二
六
九

号
、
東

方
書
店

、

二
〇

〇

三
年

、

一
五
頁

お
よ
び

周
衛

軍

「中

国
舞
台

に

ま
ん

が
三

国
志
」

『
人

民
中

国
』

二
〇

〇
〇

年

六
月

号
、

一
六
頁

)
。

〈
55
>

前

掲

「中
国
舞

台

に

ま
ん

が
三

国
志

」

一
八
頁

。

〈
56
>

例

え
ば

九

四
年

五

月
、
上

海

の
魯

迅
公

園

で
行

わ
れ
た

中
国
初

の

「
ウ

ル
ト
ラ

マ
ン
シ

ョ
ー
」

に

は

一
〇

万

人

が
殺
到

し

て
、
人

気

の
高

さ

を
証

明
し

た

(
『
中

日

ス
ポ

ー

ツ
』

一
九
九

四
年

五
月

二
〇

i90



日
、

円

谷

一
夫

『
奥

特

曼

大

全

』

人

民

日
報

出

版

社
、

一
九

九

八

年

、
劉

道

遠
他

編

『
奥

特
曼

』
中

国
少
年

児
童

出
版
社

、

一
九

九
五

年

)
。

〈
57
>

宮

崎

駿
監

督

の
ア

ニ
メ
作

品

は
、

歴
代

の
日
本
映

画

の
興

行
収

入

に
お

い

て
も
、

一
位

『
千

と
千

尋

の
神

隠

し
』

(
三
〇

四
億

円
)
、

二
位

『
ハ
ウ

ル

の
動

く

城

』

(
二
〇

〇
億

円

)
、

三

位

『
も

の

の
け

姫
』

(
一
九

四
億

円
)

を

占

め
、
中

国

の
映

画
市

場

に

お

い

て
も
同

様

に
極

め

て
高

い
評

価

を
得

て

い
る

(『
中

日
新

聞

』

二
〇

〇

五
年

六
月

二
六

日

、

『大

衆
電

影

』

二
〇

〇

四
年
第

二
四
期

、
五

頁

)
。

ま

た

日
本
最

初

の
長

編

カ

ラ
ー

ア

ニ
メ
映
画

は
、

五
八
年

『白

蛇

伝
』

(藪

下
泰

司
監

督

)

で
あ

り
、

東
映

動

画
部

は

こ
の
映
画

制

作

の
た

め
に

二
五
〇

人

の

ス
タ

ッ
フ
を
養
成

し

た

(前
掲

『漫

画
映

画
論

』
)

二

一
〇

頁

)
。

六

八

年

に

は

『
太
陽

の
王

子

ホ

ル

ス
の
大

冒
険

』

(高

畑

勲
監

督

)

の
制
作

が

な
さ

れ
、

宮
崎

駿

も
美

術
設

計

と

し

て

加

わ
り

、

日
本

ア

ニ
メ
映

画

の
本
格

的

な

ス
タ
ー

ト
と
な

り
、

こ
れ

ら

の

ス
タ

ッ
フ
が
結

集

し

て
八

五
年

に

"
吉
卜

力

工
作

室

"

(
ス
タ

ジ
オ
ジ

ブ

リ
)

が
設

立

さ
れ

、
八
六

年

「
天
空

の
城

ラ

ピ

ュ
タ
』

が

制

作

さ

れ
た

(
『
ぴ

あ

シ
ネ

ク
ラ
ブ

①

日
本

映
画

編

』

ぴ

あ
、

一
九

九

九

年

、

三

九

〇

頁

、

エ

ス
ク

ァ
イ

ア

マ
ガ

ジ

ン
ジ

ャ
パ

ン
編

『T
S
U
T
A
Y
A

C
L
U
B

ア

ニ
メ

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク

一
九

九

七
』
四
五

頁
、

秦

剛
編

『感

受

宮
崎

駿
』

文

化
芸
術

出

版
社
、

二
〇

〇

四
年
、

二
二

四
頁

、
前

掲

『
動

画

概

論

』

五
八

頁
等

)
。

な

お

一
九

六

三
年

に
テ

レ
ビ

ア

ニ
メ

『
狼

少

年

ケ

ン
』

を
制

作

し

た

月
岡

貞

夫

(
大

野
寛

夫
)

は
、

シ
ナ
リ

オ
作
成

の
前

に
絵

コ
ン
テ
を

つ
く

る
月
岡

の
手

法

を
宮

崎

駿

ら
も

導

入

し

て

い
る

こ
と

を

示
唆

し

て

い
る

(『
中

日

新

聞

』

二
〇
〇

五
年

一
二
月
八

日
)
。

〈
58
>

コ
ミ

ッ
ク
本

・
ア

ニ
メ
に
関

す

る
様

々
な

イ

ベ

ン
ト

・
国
際

交

流

が
、

漫
画

・
ア

ニ
メ

の
普

及

と

P
R

に
大

き
な

役
割

を
果

た

し

て

い
る
。

例

え
ば
中

国

の
漫
画

・
ア

ニ
メ
関
連

の
主

な

イ

ベ

ン
ト

と
し

て

は
、

八

一
年

「上
海

ア

ニ
メ
展

」

(東
京

)
、

八
五
年

「
国
際

ア

ニ

メ

ー

シ

ョ

ン
フ

ェ
ス
テ

ィ
バ

ル
」

(
広
島

)
、

八

八
年

「
(
首

届
)

中

国
漫
画

展
」

(北
京

)
・
「
(首

届

)
国

際
動
画

展

」

(上

海
)
、

九

三
年

「
(第

二
届
)

中

国
漫

画

展
」

(北

京

)
、

○
○

年

「
(首

届

)

上
海

動

画

漫
画

展
覧

会
」
、
〇

二
年

「中

日
青

少
年

漫
画
交

流

展
」

(北
京

)
、

〇

三
年

「
(
第

三
回

)

ア
ジ

ア

IN

n
ミ

ッ
ク

N
8

ω
1

中

国

の
漫

画

」

(東

京

)
、

〇

五
年

「
(第

五

回

)

ア
ジ

ア

毫

コ
ミ

ッ
ク

8

0
い

1

躍
進

す

る
中

国

、
韓

国
、

日
本

の
オ

ン
ラ
イ

ン
漫
画

の
現

状
と

将
来

」

(東

京
)
、
〇

五
年

「
ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン
芸
術

国
際

フ
ォ
ー

ラ

ム

ニ
○

〇

五
」

(北
京

)

な

ど

が

あ

る

(郎

憶
情

『
中

国
当

代

漫
画

家
辞

典
』

漸
江

人
民

出
版

社
、

一
九
九

七
年
、

六

=

二
頁

、

王
庸
声

「
二
〇

〇

二
年

の
中

国

漫
画

の
新

動

向

」
柿

沼

勉

編

『
ア

ジ

ア

ヨ

コ
ミ

ッ
ク

N
8
ど

国

際
交

流
基

金

ア
ジ

ア
セ

ン
タ

ー
国
内

事

業
課

、

二
〇
〇

三
年

、
六
頁

、
柿

沼

勉
編

『
ア
ジ

ア

HZ

コ
ミ

ッ
ク

N
8
い
』

国
際

交
流

基
金

、

二
〇
〇

五
年

、

大

野
純
子

「
ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
芸

術

国
際

フ
ォ
ー

ラ
ム

ニ
○
〇

五
趣

意
書

」

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
芸
術

国

際

フ
ォ
ー

ラ
ム

ニ
○

〇

五
実

行
委

員

会
/
中

国
人

民
大

学
、

二
〇

〇

五

年
、
前

掲

『
中

国

の

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
』

一
五

二
頁

、
前

掲

『
人

形

ア

ニ
メ

ー

シ

ョ
ン
の
魅

力

』

一
八

九
頁
、

前
掲

「
現
代
中

国

理
解

の
た

め

の
キ
ー

ワ
ー
ド

五
〇

〇

」

一
六
八

頁
等

)
。

〈
59

>

ウ

ォ

ル
ト

・
デ

ィ
ズ

ニ
ー

に

よ

っ
て

一
九

二
三
年

に

デ

ィ
ズ

中国アニ メーシ ョン映画の発展 と多様化191



ニ
ー

映

画
社

が
設

立

以
来
、

二
八
年

「
ミ

ッ
キ

ー

マ
ウ

ス
」
、

三

四

年

「
ド

ナ

ル
ド

」

な
ど

の
キ

ャ
ラ
ク

タ
ー

が
登

場
し

た

が
、
中

国

で

本

格
的

に
デ

ィ
ズ

ニ
ー

の
漫
画

や
キ

ャ

ラ
ク
タ

ー
商

品

が
市
場

に
登

場

す

る

の
は
改

革
開

放
以

後

の
八
〇
年

代

か
ら

で
あ

る
。

九
〇

年
代

に
月
刊

雑
誌

『
ミ

ッ
キ

ー

・
マ
ウ

ス
』

の
創

刊

(童
趣

出
版

有

限

公

司

)
、

映

画

『
ラ
イ

オ

ン
キ

ン
グ

』
・
『
ム
ー

ラ

ン
』

な

ど

の

ヒ

ッ
ト

に
よ

っ
て
、
デ

ィ
ズ

ニ
ー
キ

ャ
ラ
ク

タ
ー

が
中
国

の
小

・
中

・
高

校

生

の
間

で
ブ

ー

ム

を
呼

ん
だ

(前

掲

『
漫
画

映
画

論
』

一
六

八

頁
、

前

掲

「中

国
舞

台

に

ま

ん
が

三
国

志

」

一
七
頁

、

『
大

衆

電

影
』

一
九
九

八
年

第

二

期

、

一
八

頁
、

『
。。
O
寄

国
Z
』

X
10

0

1
年

一

一
月
号

、

八
四
頁

等

)
。

〈
06
)

P
E
A
K
U
T
S
B
O
O
K
S
S

シ
リ

ー
ズ

は
、

一
九

四
九
年

よ

り
、

C
h
a
rle
s
.M

°
S
ch
u
lz
に
よ

っ
て
執

筆

さ
れ
、

ア
メ
リ

カ

で
は
五

〇
年

代

か
ら
ブ

ー
ム

が
起

き
た

。

日
本

で
は
詩

人

の
谷

川
俊

太
郎

の
訳
本

に
よ

っ
て
七

〇
年

代

か

ら
ブ

ー
ム
が
起

き
た

が
、

中
国

で

の
本
格

的

ブ

ー

ム
は
九

〇
年

代

に
な

っ
て
か
ら

で
あ

る
。

な
お
、

他

の
ア
メ

リ

カ

の

テ

レ

ビ

ア

ニ

メ
と

し

て

は
、

『
猫

和

老

鼠

』

(
ト

ム

と

ジ

ェ

リ

ー
)
も

九
〇

年

代

か
ら
中

国

で
大

ヒ

ッ
ト

を
し

N
い
r(a
(C
h
az
le
s.

蜜

.
S
c
h
u
lz
著

、

谷

川

俊

太

郎

・
徳

重

あ

け

み

訳

r
T
S
U
R
U

P
E
A
N
U
T
S
B
O
O
K
S
1
N
Y
A
H
H
1
N
Y
A
H
H
1
C
h
a
rli
e
B
ro
w
n

ッ

ル

・

コ

ミ

ッ

ク

社

、

一
九

七

二

年
、

査

ホ

斯

・
箭

ホ

茨

rP
E
A
N
U
T
S

小

侠

子

、
我
可

是
超
級

球
星

』
中

国

工
商
出

版
社

、

二
〇
〇

四
年
、

前

掲

「中

国
舞
台

に

ま
ん

が

三
国
志

」

二
三
頁

、

前

掲

『
動

画
概

論

』

六
頁

等
)
。

〈
61
>

九

五

年

の

"
十

部

大
片

"

(
一
〇

作

の
外

国
大

作

映
画

の
輸

入

許
可

)

の
決
定

は
、

中

国

の
映
画
輸

入

に
お
け

る
保
護

貿
易

政
策

を

打
開

し

て
、

ア

メ
リ
カ

映
画

の
恒
常

的

な
配

給

・
興
行
体

制

を
確
立

し

た

(藤

森

猛

「U
-
5
7
1
in
C
h
in
a

愛

知

大

学
名

古

屋
語

学

教
育

研
究
室

『
語
研

ニ
ュ
ー

ス
』

X
10

0

1
年

恥
4
、

八
頁
、

前
掲

「
現

代
中

国
理
解

の
た

め

の
キ

ー

ワ
ー

ド
五

O
O
J

1
七
〇
頁

等

)
。

〈
62
>

九
九
年

=

月

、
中

国

の
W

T
O
加

盟

を
め

ぐ

る
米

中
交

渉

に

お

い

て
、
中

国

は
米

国

映
画

の
年
間

四
〇

本

の
輸

入
を
認

め

る
と

と

も

に
、
ビ

デ
オ

や

C
D

販
売

の
権
利

な

ど
を
認

め
、

デ

ィ
ズ

ニ
ー

ア

ニ
メ

が
中

国

に
本

格

的

に

進

出

す

る

契

機

と

な

っ
た

(
『
朝

日

新

聞

』

一
九
九

九
年

一
一
月

一
七

日
、
前

掲

「現

代
中

国
理
解

の
た

め

の
キ

ー

ワ
ー
ド
五

O

O
J

1
七

四
頁
等

)
。

〈
63
>

デ

ィ
ズ

ニ
ー

ア

ニ
メ

『竃

巳
§

』

(
ム
ー

ラ

ン
)

は
中

国

語

タ

イ
ト

ル

で

『木

蘭

』
、

『
花

木
蘭

』
と

訳
さ

れ
、
古

代
中

国

を
描

い
た

物

語

で
あ

り
、
制

作
費

は
約

=

七
億

円

で
あ

る
。

こ
の
ア

ニ
メ
大

作

が
中

国

ア

ニ
メ
映
画

『宝

蓮
灯

』

の
制
作

に
影
響

を
与

え
た

と

い

わ
れ

る

(
『
大

衆
電

影

』

一
九
九

八
年

第

=

期

、

一
九

頁
、

村

上

世
彰

・
小
川
典

文

『
日
本
映

画
産

業
最

前
線

』
角

川
書

店
、

一
九

九

九
年

、
三
二
頁

、
前

掲

「中

国
舞
台

に

ま

ん
が

三
国
志

」
二
三
頁

)
。

〈
64
>

前
掲

「中

国
舞

台

に

ま

ん
が

三
国
志

」

一
七
頁
等

。

〈
65
>

前

掲

『
ア
ジ

ア

HZ

コ
ミ

ッ
ク

N
8

い
』
、

『
ア
ジ

ア

HZ

コ
ミ

ッ

ク

2
0
0
5
,
、

「中

国
舞

台

に

ま

ん
が
三

国
志

」

二
〇
頁

。

〈
66
>

顔
開

『雪

椰
』

は
、
高

校
生

を
主
人

公

と
す

る
学

園
恋
愛

も

の

漫
画

。
従
来

の
中
国

漫
画

作

品

に
は

み
ら
れ

な
か

っ
た

コ
ミ
カ

ル
で

ス
リ
リ

ン
グ
な

タ

ッ
チ

が
中

国

の
中

・
高

・
大

学
生

層

に
支
持

さ

れ

て

い
る

(前

掲

「中

国
舞

台

に

ま
ん

が
三
国

志
」

二
〇

頁
、

顔
開

192



『
雪
椰

第

一
集
』

中
国

連

環

画

出
版
社

、

一
九

九
七

年
)
。

〈
67
>

九

〇
年
代
、
朱

踏
基

首

相

に
よ

る
国
有

企
業

改
革

の
中

で
、
中

国

の
映
画

制
作
所

は

テ

レ
ビ

コ
マ
ー

シ

ャ
ル
収

入

で
潤

う

テ

レ
ビ
会

社

と
資
金

的

・
人
材
的

・
技

術

的
提

携

を
模

索

し
た
。

ア

ニ
メ
制
作

に

お

い
て
も
、

テ

レ
ビ

ア

ニ
メ
作

品
を

映
画

制
作

所

が

つ
く
り
、
逆

に

ア

ニ
メ
映
画
作

品
を

テ

レ

ビ
局

や
関

連

の
制
作

会
社

が
共

同

で
制

作

す

る

こ
と
が
多

く
な

っ
て

い
る
。
ま

た

二
〇
〇

一
年

の

「上
海
文

化
広

播

影
視
集

団
」

の
成
立

に
代
表

さ

れ

る
よ

う
に
、

い
く

つ
も

の

ラ

ジ
オ

局

・
テ

レ
ビ
局

・
映

画

制
作

所

な

ど

の
メ
デ

ィ

ア
関
連

会
社

が
合

併

し

て
、

大
規
模

な
企

業

集

団
を

形
成

す

る
よ

う

に
な

っ
て

い

る
。

さ

ら

に
香

港

・
台

湾

・
日
本

な

ど

と

の
資
本

・
技

術

提

携

に

よ

っ
て
、

「影
視

合
流

」

が
加

速

し

て

い
る

(
X
1
0
0

1
中

国

電
視

節

目
榜

組
委
会

『
中
国

電
視

紅

皮
書

二
〇
〇

こ

滴
江

出
版
社

、

二

〇

〇

二
年
、

三
五
頁
、

前
掲

「中

国
映
画

の
歩

み
」
七

頁
等

)
。

〈
68
>

一
九

九
〇

年

代

後

半

か

ら

二

〇

〇

〇

年

代

に

か

け
、

『
動

画

城

』

な
ど

の
番

組

で
長

期

に

わ
た

り
放

映

さ
れ
た

人
気

シ
リ
ー
ズ

・

テ

レ
ビ

ア

ニ
メ
と

し

て
、

『
西

遊
記

』
、

『
藍

皮

鼠

和

大
瞼

猫
』
、

『
海

ホ

兄
弟

』
、

『小

糊
塗
神

』

な

ど

が
あ
り

、
低

年
齢

の
児

童

に
大
き

な

人

気

を

呼

ん
だ

(
『
C

C
T

V

大
富

』

二
〇
〇

〇

年

五
月

二

一
日

、

一
五

頁

、
『
C
C

T
V
大

富
』

二
〇

〇

〇
年

九

月

三

日
、

一
五

頁

お

よ
び
前

掲

「中

国
舞

台

に

ま
ん

が
三

国
志

」

二
三
頁

等
)
。

〈
69
>

一
九

九
九
年
、
建

国

五
〇

周
年

を

記
念

し

て
制
作

さ

れ
た

ア

ニ

メ
大

作

『
宝
蓮

灯
』

(最
初

の
タ

イ
ト

ル

は

『
沈
香

』
)

は
、

ア

ニ
メ

制

作
自

体

は
X

1
0

0
0

万
元

(約

一
億

四
〇
〇

〇
万

円

11
当
時

)

を
超

え
、

関
連
企
業

の
プ

リ

セ
ー

ル
等

の
費

用
を

全

て
含

め

る
と

三

○
○

○
万

元

(
四
億

二
〇
〇

〇

万
円

)
近
く

に

な

っ
た
と

い
わ

れ

る

(前

掲

「中

国

舞
台

に

ま

ん

が
三

国
志

」

二

三
頁

、
前

掲

「上

海

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
の
軌
跡
」

八

八
頁

、
前
掲

「中

央
戯

劇

学
院

と
映

画
人

材
」

三

九
頁
等

)
。

〈
70
>

『
宝

蓮

灯

』

は
日
本

や
米

国

の
ア

ニ
メ
作

品

に
よ

る
中

国

国
産

ア

ニ
メ

の
退

潮

を
打

開

す

る
長

編

ア

ニ
メ

と

期

待

さ

れ
、

"
上

座

率

"

(
興
行

収

入
)

は
二
〇

〇
〇

万

元

(約

二
億

八

〇
〇

〇

万

円
)

を
突

破

し
た

も

の

の
、
青
少

年

の

「中

国

国
産

ア

ニ
メ
離

れ
」

を
食

い
止

め

る

こ
と

は

で
き
な

か

っ
た

と

い
わ

れ

る
。

『
宝
蓮

灯
』

は
、

日
米

の

ア

ニ
メ
技
術

を
駆
使

し
な

が
ら
も
、

中

国

の
伝
統

的

な
長
編

ア

ニ
メ
映

画

で
あ

る
六

四

年

『
大

闇

天
宮

』
、

七

九

年

『
郡

託

闇

海
』
、
八

三
年

『
天
書
奇

諌
』
、

八

四
年

『金

猴

降
妖

』

の
流

れ
を
汲

ん

だ
孫
悟

空

も

の
作

品

で
あ

り
、

そ

の
評
価

が
分

か
れ

て

い
る

(前

掲

「上

海

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
の
軌

跡
」

八

八
頁

、

『
大

衆
電

影

』

一

九

九
九
年

第

三
期

、
三
六

頁
、

前
掲

「中

国
舞

台

に

ま
ん

が

三
国

志

」

二
三
頁

、
前
掲

「中

央
戯

劇
学

院

と
映
画

人

材
」

三
九

頁
、
藤

森

猛

「中

国

映
画

へ
の
招

待

マ
ル
チ

タ

レ

ン
ト
姜

文

」
愛

知
大

学

豊
橋

語

学
教

育
研
究

室

『
L
L

ニ
ュ
ー

ス
』

二
〇

〇

三
年
、

恥

27
、

一
八
頁
等

)
。

〈
71
>

例

え
ば

二
〇

〇

五
年

、

第

二
五

回

「
中

国

電

影

金

鶏

奨

」

の

「最

佳
美

術

片
」

(最
優

秀

ア

ニ
メ
映
画

)
と

な

っ
た

『
梁
山

伯
與

祝

英

台

』

(
上
海

美

術
電

影

製
片

廠

)

は
、
中

国

の
伝
統

演

劇

の
タ
イ

ト

ル
で
最

も
ポ

ピ

ュ
ラ
ー
と

な

っ
た
同
名

の
民
間

伝
説

を
素

材

に

し

て

い
る

(
『
大
衆

電
影

』

二
〇
〇

五
年
第

二
三
期

、

一
〇
頁

)
。

〈
72
>

C

G

ア

ニ
メ
を

駆

使

し

た

『
大

闇

天

宮

』

(陸

象

英

監

督

)
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は
、

孫
悟

空

を

ベ
ー

ス

に

し

た

カ

ー

レ

ー

ス

の
物

語

。

『
ト

イ

ス

ト
ー
リ

i
』
な

ど

の
デ

ィ
ズ

ニ
ー

の
C
G

ア

ニ
メ
あ

る

い
は
日
本

の

セ
ガ

・
ナ
ム

コ
な
ど

の
ゲ

ー

ム
機

器
、

任
天

堂

な
ど

の

フ

ァ
ミ

コ
ン

ソ

フ
ト

の
影
響

が
強

く

み
ら

れ

る
。

ま

た
上

海

で
開
催

さ
れ

た

F
ー

グ
ラ

ン
プ

リ
や
自

家

用
車

購

入
ブ

ー

ム
な

ど

の
世

相
が

反
映

さ
れ

て

い
る

(
明
振
江

『
大

闇
天
宮

』
中

国

三
環
音

像
社

、
二
〇

〇
五

年

)
。

〈
73
>

中

国

の
映
画

事

業

は
、

四
九

年

の
建

国

以
来

、

「文

化

部

」

が

管
轄

し

て
き
た

が
、

八

六
年

「広
播

電

影
電

視
部

」

の
設
立

に
と

も

な

い
、
映
画

事
業

は

ラ
ジ
オ

・
テ

レ
ビ
事
業

と

と
も

に
国
務
院

の

一

つ
の
省

で
管

轄

さ

れ

る

よ
う

に
な

っ
た
。

ま
た

「広

播

電

影

電
視

部

」

は
九

八
年

三
月

の
第

九

期
全

人
代

第

一
回
大

会

で
国
務
院

直

属

の

「
国
家

広

播

電

影

電

視

総

局

」

(
国

家

ラ

ジ

オ
映

画

テ

レ
ビ

総

局

)

と

な

っ
た

。

な

お
、

映
画

制

作

に

つ
い

て

は
上
記

の

「
広
電

局

」
が
管
轄

す

る

が
、

映
画

を
含

め

た
文
化

・
芸

術
事
業

全
体

お
よ

び
市

場

に
お
け

る
映

画

上
映

や

V
C

D
等

の
出
版

・
販

売
な

ど

の
二

次
利

用

に

つ
い
て

は
、

現
在

も

「文
化

部

」
が
管

轄

し

て
お
り
、

映

画

の
制
作
部

門

と
配

給

・
上

映

・
二
次

利

用

の
流

通
部

門

が

一
つ
の

政
治

部
局

で
統

一
的

に
管
理

さ

れ

て

い
な

い

(
二

一
世

紀
中

国
総

研

『中

国
情

報

ハ
ン
ド

ブ

ッ
ク

ニ
○

〇

三
年

版

』
蒼

蒼

社
、

二
〇

〇

三

年
、

二
五

五
頁

、
高

橋

五
郎

・
今

井

理
之

・
高

明
潔

・
藤

森

猛

・
松

岡
正

子

・
渡

辺
浩

平

「中
国

を

フ
ィ
ー

ル
ド
と

す

る
社

会
調
査

の
方

法

と
問

題

点

」
愛

知

大
学

国

際

問

題

研

究

所

『
紀
要

』

第

一

一
七

号
、

二
〇

〇

一
年

、

四
六

頁
、

藤

森

猛

「
整

理
整

頓

期

の
中

国

映

画

」
愛

知

大

学

『
愛

知

論

叢

』

第

五

六

号
、

一
九

九

四
年

、

九

二

頁
)
。

〈74
>

「関
於
当
前
深
化
電
影
行
業
機
制
改
革
的
若
干
意
見
」
(現
段
階

の
映
画
事
業
機
構
改
革
を
深
化
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
若
干
の
意

見
)
は
、
九
三
年

一
月
に
広
播
電
影
電
視
部
か
ら
正
式
に
通
知
さ
れ

た
。
第

一
に
国
家
の

"中
影
公
司
"
に
よ
る

一
元
的
な
配
給
制
度
を

正
式
に
取
り
消
し
、
商
品
と
し
て
の
映
画
作
品
を
市
場
で
売
買
で
き

る
こ
と
を
認
め
た
。
第
二
に
、
国
家
に
よ
る
統

一
的
な
映
画
チ
ケ
ッ

ト
価
格
決
定
制
度
を
取
り
消
し
、
価
格
決
定
が
中
央
政
府
か
ら
地
方

政
府
に
委
ね
ら
れ
、
映
画
入
場
券
の
価
格
設
定
に
お
い
て
映
画
館
な

ど
の
裁
量
権
が

一
定
範
囲
で
認
め
ら
れ
た

(藤
森
猛

「中
国
の
娯
楽

文
化
市
場
」
愛
知
大
学

『愛
知
論
叢
』
第
五
七
号
、

一
九
九
四
年
、

一
二
八
頁
、
広
播
電
影
電
視
部
電
影
局
編

『電
影
管
理
条
例
読
本
』

新
華
出
版
社
、

一
九
九
七
年
、
二
五
六
頁
、
『中
国
電
影
年
鑑

中

国
電
影
百
年
特
刊
』
中
国
電
影
年
鑑
社
、
二
〇
〇
五
年
、
七
二
七
頁

等
)。

〈75
>

中
国
映
画
界
最
大
の
課
題
は
映
画
制
作
資
金
の
問
題
で
あ
り
、

ジ
リ
貧
的
な
状
況
に
あ
る
映
画
事
業
か
ら
豊
富
な
資
金
が
提
供
さ
れ

る
テ
レ
ビ
事
業

へ
、
映
画
監
督
自
身
が
制
作

の
場
を
移
し
て
い
る
の

が

一
般
的
で
あ
る

(李
少
紅

・
藤
森
猛

「"
影
視
合
流
"
の
う
ね

　

り
」
『中
国
21
』
%
.11
、

一
〇
九
頁
等
)
。

〈76
>

映
画
が
商
品
化
さ
れ
、
伝
統
的
な
ア
ニ
メ
映
画
が
市
場
で
淘
汰

さ
れ
る
現
状
を
ふ
ま
え
、
中
国
政
府

(広
播
電
影
電
視
部
電
影
局
)

は
、
九
三
年

「関
於
対
科
教
片
、
紀
録
片
、
美
術
片
給
予
資
助
的
通

知
」
に
よ
っ
て
、
上
海
美
術
電
影
製
片
廠
な
ど
の
ア
ニ
メ
映
画
制
作

に

一
定
の
資
金
援
助
を
し
て
い
る
が
、
資
金
援
助
は
不
十
分
で
あ
る

と

い
わ
れ
る

(前
掲

『電
影
管
理
条
例
読
本
』
三
八

一
頁
、
前
掲
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「上
海
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
軌
跡
」
八
九
頁
、
前
掲

「中
央
戯
劇
学

院
と
映
画
人
材
」
四
〇
頁
等
)。

〈
77
>

前
掲

「上
海
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
軌
跡
」
八
九
頁
、
前
掲

「北

京
電
影
学
院
と
映
画
製
作
」
二
二
頁
、
前
掲

「中
央
戯
劇
学
院
と
映

画
人
材
」
四

一
頁
等
。

〈
78
>

一
九
八
〇
年
、
中
国
は

"世
界
知
識
産
権
組
織
"
(世
界
知
的

所
有
権
機
関

・
W
I
P
O

"
一
九
六
七
年
成
立
)
に
加
盟
し
、
八
二

年

「中
華
人
民
共
和
国
商
標
法
」
が
成
立
し
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
、

例
え
ば
、
ビ
デ
オ
製
品
な
ど
の
基
本
的
な
管
理
規
定
に
つ
い
て
は
、

一
九
八
二
年

「録
音
録
像
製
品
管
理
暫
定
規
定
」
が
国
務
院
よ
り
出

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
著
作
権
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
九
〇
年

「中

華
人
民
共
和
国
著
作
権
法
」、
九

一
年

「中
華
人
民
共
和
国
著
作
権

法
実
施
条
例
」
の
公
布
お
よ
び
九
三
年

「中
華
人
民
共
和
国
商
標

法
」
の
改
正
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
九
〇
年
の
著
作
権
法
第
三

条
の
㈲
で
は
、
著
作
権
法
が
適
用
さ
れ
る
作
品
と
し
て

「電
影
、
電

視
、
録
像
作
品
」
を
あ
げ
、
映
画

・
テ
レ
ビ

・
ビ
デ
オ
作
品
等
の
著

作
権
の
確
立
と
保
護
を
明
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
中

国
で
知
的
所
有
権
や
著
作
権
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
、
国
内
的
に
は
、

管
理
部
門
に
罰
金
を
払
え
ば
済
む
場
合
が
多
く
、
罰
金
覚
悟
で
不
法

コ
ピ
ー
を
す
る
業
者
が
後
を
絶
た
な
い
と
い
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
二

〇
〇

五
年
、
上
海
で
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「ク
レ
ヨ
ン
し
ん

ち
ゃ
ん
」
の
海
賊
版
の
コ
ピ
ー
商
品
が

「商
標
権
侵
害
」
と
し
て
問

題
に
な
っ
て
い
る

(胡
平

『中
国
市
場
経
済
書
』
華
夏
出
版
社
、

一

九
九
三
年
、
五
五
九
頁
、
経
済
理
論
與
経
済
管
理
編
輯
部

『第
三
産

業
政
策
法
律
全
書
』
中
国
統
計
出
版
社
、

一
九
九
三
年
、
四
八

一

頁
、

最
上

敏
樹

「国
際

機
構

」

前
掲

『
朝

日
現
代

用
語

☆
知

恵
蔵

☆

二
〇

〇
五

』

一
九
〇
頁

、
高

樹

助

『中

国
文

化

・
法
規

』
文

化
芸

術

出
版

社

、
文

化

芸
術

出

版
社

、

一
九

九

九
年

、

七

二
頁
、

『
大

衆

電

影

』

一
九

九

四
年

一
月

号
、

『
中

日
新
聞

』

二
〇

〇

五
年

二
月

二

二

日

、
前
掲

『電

影
管

理
条

例
読

本
』

四
〇

七
頁
、

前
掲

「中

国

の
娯

楽

文

化
市

場
」

一
六

六

頁

、
前

掲

「中

国
舞

台

に

ま

ん

が

三
国

志

」

一
六
頁
等

)
。

〈
79
>

一
九

五

一
年
、

"
中

影

公

司

"

は
国
家

機
関

の

"中

国

影

片
経

理
公
司

"
と

し

て
成

立

し
、

そ

の
う
ち

の
映
画

輸
出

入

・
配
給

業
務

に
関

し

て
は
七
九
年

"中

国

輸
出

輸

入
公
司

"
を
成

立

さ
せ
、

国
家

の
映
画
審

査

機
構

に

よ
る
映

画

の
輸
出

入
政
策

を

行

っ
て
き

た
。
九

三
年
、

中

国

国
産

映
画

に

つ
い
て

は
、

"中

影

公

司

"

の

一
元

的

な

配
給

を
取

り
消

し
な

が
ら
、

外

国
映
画

の
輸

出
入

に
関

し

て
は
、
基

本

的

に

"中

影
公

司

"
お

よ
び

国
家
審

査
機

構

に
よ

る

一
元

的
な

配

給
体
制

を
崩

し

て

い
な

い
。

な

お
九

五
年

に

"中

影
公

司

"
は

"
中

国
電

影

公
司

"

と

な
り

、
九

八

年

に

は

"
北

京
電

影

製

片
廠

"

(北

京
映

画
制

作

所

)
、

"
中

国
児

童

電
影

製

片
廠

"

(中

国
児

童

映
画

制

作
所

)
な

ど
八
社

が

一
体

と

な

っ
て
、
企

業
集

団

で
あ

る

「中

国
電

影
集

団
公

司
」

を
成

立

さ
せ

た

(前

掲

『
中
国
電

影

年
鑑

増
刊

二
〇

〇

五
』
七

三

一
頁
、
前

掲

「中

国

に

お
け

る
映

画
、

劇
場

動
向

」

一

六

一
頁
、

前
掲

「現

代
中

国

理
解

の
た

め

の
キ
ー

ワ
ー
ド

五
〇

〇
」

一
八
七
頁

)
。

〈
80
>

ア

メ
リ

カ

映
画

か

ら

国
産

映

画

を

保

護

す

る

た

め

に
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や

ア
ジ

ア
な
ど

の
国

々
で
は

「
ス
ク
リ

ー

ン
ク

ォ
ー

タ
制

」

が
と

ら
れ

て

い
る
。

中

国

で

は

一
九
九

六
年

の

「電
影

管
理

条
例

」

中国 アニメー ション映画 の発展 と多様化195



第
四
十
五
条
に
お
い
て
、
映
画
館
な
ど
の
映
画
上
映
単
位
は
国
産
映

画
の

(上
映
)
時
間
が
全
体
の
三
分
の
二
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
九
五
年
の

「十
部
大
片
」

(ア
メ
リ
カ
映
画
の
一
〇
本
の
大
作
輸
入
)
の
措
置
に
よ
る
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ア
ニ
メ

『
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
』、
九
八
年
劇
映
画

"泰
坦
尼

克
"
(タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
)
の
ヒ
ッ
ト
な
ど
は
、
中
国
の
劇
場
入
場
者

数
に
大
き
な
変
化
を
与
え
た
。
例
え
ば
中
国
の
観
客
は
国
産
映
画
を

テ
レ
ビ
で
見
て
、
話
題
と
な
っ
た

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
だ
け
を
映
画
館

で
鑑
賞
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
て
い
る
。
九
九
年
の
中
国
の
W
T
O
加

盟
を
め
ぐ
る
米
中
閣
僚
級
交
渉
に
お
い
て
米
国
映
画
の
年
間
四
〇
本

の
輸

入
を
認

め
た
こ
と
は
、
実
質
的
に
現
状
で
は
ス
ク
リ
ー

ン

ク
ォ
ー
タ
制
の
維
持
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
な
お
韓
国
で
は
、
六
六
年
に
ス
ク
リ
ー
ン
ク
ォ
ー
タ
制
を
開
始

し
て
以
来
、
各
映
画
館
は
年
間

一
四
六
日
以
上
の
国
産
映
画
の
放
映

を
義
務
付
け
て
き
た
が
、
九
八
年
に
ア
メ
リ
カ
と
の
協
議
を
経
て
、

国
産

映
画

の
上
映
下
限
を

一
〇
六
日
か
ら
九
二
日
に
下
げ
た
こ
と

で
、
韓
国
国
内
映
画
業
界
の
猛
烈
な
反
対
デ
モ
に
遭
遇
し
た
。
そ
の

後
、
韓
国
政
府
は
映
画
市
場
の
四
〇
%
程
度
以
上
を
国
産
映
画
が
占

め
る
下
限
水
準
に
修
正
し
た
が
、
〇
六
年
七
月
か
ら
再
び
七
二
日
以

上
に
引
き
下
げ
る
こ
と
に
な
っ
た

(祁
述
裕
編

『中
国
文
化
産
業
国

際
競
争
力
報
告
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、

一
五
五

頁
、
『朝
日
新
聞
』
一
九
九
八
年

=

一月
六
日
、
『中
日
新
聞
』
二
〇
〇

六
年

一
月
二
七
日
、
前
掲

『電
影
管
理
条
例
読
本
』
八
頁
、
前
掲

「中
国
映
画
の
歩
み
」
八
頁
、
藤
森
猛

「韓
国
映
画
事
業
の
現
状
」
愛

知
大
学

『愛
知
論
叢
』
第
六
二
号
、
一
九
九
七
年
、
二
四
二
頁
等
)。

〔付

記
〕

二
〇

〇

五
年

=

月
、

中
国

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
の
発
展

、

日

本

に
お
け

る
中

国
映

画

の
普
及

お

よ
び
研

究

に
多
大

な
貢

献

を
さ

れ

た
森
川

和
代

さ

ん

が
亡

く
な
ら

れ
た

。
謹

ん

で
感

謝

の
意

を
表

し
、

ご

冥
福

を

お
祈

り

い
た

し
ま
す

。
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